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Ｓ
Ｋ

二

一
九
土
羨
出
土
木
簡

一　
・
寺
請
　
小
豆

一
斗
　
替

一
十
五
升
大
床
所
酢
　
末
善
等

・
右
四
種
物
竹
波
命
婦
御
所
　
　
　
　
一二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］り配
ｅ
Ｗ
ま
目

某
寺
よ
り
竹
波
命
婦
御
所
の
用
料
と
し
て
、
小
豆

・
醤

・
酢

・
末
磐
等
を
請
求
し
た
も
の
。
竹
波
命
婦
は
常
陸
国
筑
波
郡
出
身

の
条
女
壬
生
直
小
家
主
女
で
、
後
に
掌
膳
と
し
て
称
徳
天
皇
の
食
膳
を
掌

っ
て
い
た
側
近
の
女
官
。
天
平
宝
字
六
年
二
月
、
平
城

宮
改
作
の
た
め
近
江
国
保
良
宮
に
移
居
し
て
い
た
天
皇
は
、
完
成
と
共
に
奈
良
に
帰
り
、
淳
仁
天
皇
は
中
官
院
に
、
高
野
天
皇
は

法
奉
寺
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
御
在
所
と
し
た
。
高
野
天
皇
の
法
華
寺
滞
在
期
間
は
長
く
と
も
天
平
宝
字
六
年
二
月
か
ら
重
詐
し

た
同
八
年

一
〇
月
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
木
簡
の
年
紀
は
天
平
宝
字
五

・
六
年
で
、
高
野
天
皇
の
法
華
寺
滞
在
時
期
に
ほ
ぼ

合
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
天
皇
側
近
の
竹
波
命
婦
が

「寺
」
か
ら
食
料
を
請
求
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「寺
」
は
法
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華
寺
と
考
え
ら
れ
る
。
「大
床
所
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、　
竹
波
命
婦
所
管
の

一
機
関
で
あ
ろ
う
か
。

『
正
倉
院
文
書
』

続
修
別
集
第
四
八
巻
所
収
の
万
葉
仮
名
文
に
み
え
る

「於
保
止
己
□
都
可
佐
乃
比
止
」
は
大
床
所
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

爺
鰤
聖
体舘
Ｊ
。
な
お
こ
の
木
簡
の
充
先
は

一
応
大
膳
職
と
推
定
し
て
い
る
。
『
平
城
官
報
告
Ⅱ

・
Ⅳ
』
参
照
。
左
欠
。

〔数
叩
ヵ
〕

二
　
・
主
殿
寮
　
請
火
事

殿
□
口

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

十

二

月

十

二

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

）
赴

い
益

亀
は

主
殿
寮
が
火
（火
種
か
）を
請
求
し
た
も
の
。
主
殿
寮
の
職
掌
の
一
に
燈
燭
、
松
柴
、
炭
燎
の
こ
と
が
あ
る
。
殿
都
（ト
ノ
モ
リ
）
は

律
令
制
以
前
か
ら
官
廷
官
司
に
隷
属
し
た
職
業
集
団

（伴
部
）
で
、
日
置
、
子
都
、
車
持
、
笠
取
、
鴨
の
五
氏
が
世
襲
的
に
任
ぜ
ら

れ
た
鶏
一蝋
撃
華
覇
ゼ
。
こ
の
う
ち
燈
燭
以
下
の
火
の
こ
と
は
日
置
氏
が
担
当
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
職
員
令
に
よ
れ
ば
主
殿
寮
は

四
〇
人
の
殿
部
を
統
轄
し
て
い
た
。
下
欠
。

〓一　
・
請
常
食
朝
夕
井
三
斗

〔一
徊
ヵ
〕

・
□
鳥
□
一日
□
受
如
件
副
飯
給
途
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
て
やプ
ぎ
忌

文
は
ほ
ぼ
完
存
。
朝
夕
料
と
し
て
常
食
三
斗
を
請
求
し
た
も
の
。
職
員
令
集
解
大
炊
寮
条
朱
説
は
、
諸
司
食
料
に
月
根
と
別
に

日
々
朝
夕
に
諸
司
に
班
給
さ
れ
る
常
食
の
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
が
、
集
解
に
い
う
常
食
は
大
炊
寮
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
か
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ら
米
（飯
）
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
常
食
な
る
用
語
は
、
造
石
山
寺
所
食
物
用
帳
（メ
製
だ
頁一Ｊ
な
ど
の
正
倉
院
文
書
中
に
も
見
え
、
塩

・
茄
子

・
油

・
醤

・
小
豆
な
ど
に
つ
い
て
も
常
食
料
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
裏
面
後
半
部
の

「副
飯
給
送
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

す
る
と
、
米
以
外
の
右
の
如
き
食
料
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
副
食
物
を
請
求
し
て
い
る
先
と
し
て
は
、
大
膳

職
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
上

・
右
欠
。

四　
・醇
則
〕解
Ⅳ
日
画

【
士
徊
″〕

□
日
日
日
日
――
日
日
日
日
日
日

〔ニ
ス
ヵ
〕

∴
日
日
日
日
一　
□
一日
日
　
　
　
　
一旧
日

全
面
朽
損
著
し
。
一―
一一一の
請
求
文
書
と
同
類
か
。
「謹
啓
」
の
書
始
め
が
特
徴
。
下

・
左
欠
。

五　
　
謹
通
　
敷
万
呂
日
Ш
所
　
講
茶
端
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
ド支
撃
ミ

「敷
万
呂
」
に
つ
づ
く
字
は
判
読
困
難
。
字
数
の
確
定
も
検
討
を
要
す
る
。

某
所
よ
り

「敷
万
呂
日
口
所
」
に
あ
て
、
菜
端
を

請
求
し
た
文
書
。
「謹
通
」
で
書
き
出
す
文
書
は
、
正
倉
院
文
書
中
に
も
数
例
あ
る
命
柘
暉
伍
壁
三
欧
ｒ
五一五
川
ぞ
。
下
欠
。

大
　
・
阿
万
留
止
毛
宇
子
弥
可
々
多

・　［日］　　　　　　　　　一日日日日日日日日日日旧日日日日日出日日日中一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド『ド）〈（μ卜））〈や　ら〇」芍

（］ヽ
６
）
〉〈
∞
卜
〉〈
∞
　
αＯ
」埒
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□
　
常
食
朝
夕
日

二
と
同
様
朝
夕
の
常
食
を
請
求
し
た
も
の
か
。
上
端
の
み
原
形
か
。
全
面
朽
損
著
し
。

〔愧

攪
ヵ〕

□
慕
慕
以
□
　
阿
□
□
盆
口

・
五
　
五
□
□

〔崩川
ヵ
〕

・　
　
□
□
□
□

〔
國
ヵ
〕

〔
郡

中
ヵ
〕

〔物
ヵ〕

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
口

〔
田
部
ヵ
〕

〓
一　
・
肥
前
國
日
正
八
位
上
矢
□
□
日
日

「
豊
」
「國
」

・
筑ヽ
前

蝙
□
□
徒

八
位

上
矢

田
部
日
日
日

（〕卜
〇
）
）〈
ドω
）〈
い
　も
〇
」も

表
裏
と
ヽ
官
位

。
姓
名
を
記
す
（名
の
部
分
朽
損
）。
一異
面
上
部
の
官
職
部
分
は
別
筆
に
て
重
書
訂
正
し
て
い
る
。
用
途
未
詳
。
表

一異
と
も
に
人
名
が
矢
田
部
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
下
欠
。
下
半
部
朽
損
。

Φ

「宇
」
以
下
は

「魚
見
（鵜
を
見
）芳
」
か
。
芳
（カ
タ
ガ
タ
）
の
用
例
は
上
代
語
に
あ
ま
り
な
い
か
ら
、
弥
可
を
甕
と
す
れ
ば
、
「魚

　

７０

甕
か
た
」
に
な
り
、
全
体
は

「余
る
と
も
魚
甕
か
た
」
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
前
後
を
欠
き
、
文
意
不
明
。
右
欠
。

（Ｈ
９
×
含
９
×
り
も
Ｒ
も

（］
ド
ド
）
×
］〇
×
（ド
）
は
ｏ
∞
ｋ

（ド∞
〕
）
）〈
�
ω
〉〈
Φ
　α
Ｏ
∝
」

（
ド
釦
り
）
×
］
∞
×
∞

も
〇
い
る
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一口
　
Ｌ
甲
斐
國
」山
梨
郡
日

。　　　　　　　　　　　　　一日日日日日日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、∞））〈（ド〇））Λω　αＯ蛹０

筆
跡
は
克
・
呂
と
類
似
し
、
も
と
同
じ
文
面
か
。
下

。
右
欠
。
切
込
み
部
両
面
に
圧
痕
あ
り
、
紐
断
片
が
付
着
。

一三　
　
海
藻
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ
災
０
と
乙
驚

「
マ
テ
カ
ヒ
ノ
ネ
」
轟
酸
む
、
「
マ
ナ
カ
エ
」
（報
藷
じ
。　
賦
役
令
調
雑
物
の

一
。
海
藻
の
茎
に
で
き
る
成
実
茎
か
。
四
辺
原
形

を
と
ど
め
ず
。〔扇

〕

〓（　
　
森
甲
扇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞賀
Ｐ聟
ま
亀

「
ウ
エ
只
報
酔
む
。
賦
役
令
調
雑
物
の
一
つ
。
完
存
。

一七
　
・
□
馬
馬
馬
馬
馬
日

・
□
日
日
日
日
日
一日

習
書
。
四
辺
と
も
に
欠
損
。
表
面
上
部
と
裏
面
朽
損
。

９

マ
）

曇
声
主
ヵ〕

一八
　
・
紀
伊
園
日
高
部
財
郷
日
日
一大
田
部
盆
占
調
塩

（ｇ
じ
×
含
９
×
ドゃ
ら０
驚
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・
三

斗

　

天

季

学

霊

酢

寧

十

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

▼

］〕
逢

畿

芍

「天
平
宇
宝
」
は

「天
平
宝
字
」
の
誤
記
。
「
日
高
部
財
郷
」
は

「
日
高
郡
財
部
郷
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。

但
し
Ｓ
Ｄ
埓
８

出
上
の
同
年
同
郡
の
荷
札
に
も
同
じ
く

「
日
高
部
財
郷
」
と
あ
る
０
轟
随
範
蹄
唯
ｐ
ｏ
『
類
乗
名
義
抄
』
に
は

「部
」
に

「
コ
ホ
リ
」

の
訓
が
見
え

「部
」
は

「
郡
」
の
意
で
、
或
は

「
日
高
郡
財
郷
」
と
よ
む
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
下
欠
。
表
一異
と
も
に
や
や
朽
損
。

（追
筆
）

一九
　
Ｌ
甲
斐
國
」山
梨
郡
雑
彼
胡
桃
子

一
古

・
天
不
賓
字
六
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド］聟
ド聟
Ｒ
識
」

言

・
こ
と
同
筆
。
「古
」
は

「籠
」
の
音
通
。
「雑
役
」
に
つ
い
て
は
、
総
説
五
〇
頁
参
照
。
甲
斐
国
は
『
延
喜
民
部

・
主
計
式
』

に
よ
る
と
、
年
料
別
貢
雑
物
と
し
て
胡
桃
子
を
、
中
男
作
物
と
し
て
胡
桃
油
を
貢
進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

（追
筆
）

〓ｏ
　
乳
甲
斐
」
山
梨
郡
雑
役
胡
桃
子

一
古

・　
　
天
學
賓
宇
六
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
×
導
溢
ζ
設

二一　
　
長
女
柏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μω露
ド受
怒
目

「
ナ
カ
メ
カ
ン
ワ
」
。
柏
に
は
、
青
と
千
の
二
種
が
あ
り
菓
子
雑
肴
を
盛
り
齢
講
ど
、
或
い
は
器
物
の
口
を
覆
う
も
の
婚
講
ど
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七 大
と
し
て
用
い
た
。
幡
磨
柏
、
三
津
野
柏
な
る
第
も
み
え
る
鍮
講
じ
。

二
一　
　
撫
滑
海
藻

ド
ド
］
×

や
い
×

ω

も
〇
蝋
К

吾
一　
　
未
滑
海
藻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぃド支
ドダ
ぎ
昌

「
カ
チ
メ
」。
賦
役
令
調
雑
物
の
一
。
正
倉
院
文
書
中
に
散
見
し
、
写
経
生
に
ひ
ろ
く
支
給
さ
れ
て
い
る
。

二四　
　
長
女
柏
冊
把

二〓　
　
□
大
豆
二
升
直
十
二
支
使
□
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も昌

最
上
部
の
塁
書
は
○
印
か
。
大
豆

一
升
の
直
が

一
一
文
で
あ
る
の
は
、
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
天
平
宝
字
七
年
三

月
か
ら
同
八
年
三
月
ま
で
の
間
に
あ
た
る
。
天
平
二
〇
年
五
文

級
蛤
館
影
、
天
平
宝
字
七
年
二
月
八
文

動
四一法
Ｕ
ヽ
同
八
年
二
月

一
八
文
爺
七一
赫
己
ヽ
同
年

一
二
月
二
〇
文
動
を
球
己
。

学

学
　
日

故

ド
ド
ド
×

い
０
×

ω

も
〇
』
ヽ

α
Ｏ
芍
ゝ

も
〇
芍
К
　
　
　
強
¨
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八

□
老

〇 九

Ｓ
Ｅ

三

一
一
井
戸
出
土
木
簡

口
一　
　
政

酔
酌
酸
敵
□
　
　
　
御
匝
殿
七
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
）
×
μ∞
溢

邑
も

〔足

歳
ヵ
〕

文
意
未
詳
。
津
守
貞
成
は

『
津
守
系
図
』
に
見
え
、
父
は
和
九
。
和
九
は

『
住
吉
大
社
神
代
記
』
の
延
暦
八
年
八
月
の
署
判
者

の
一
人
津
守
宿
祢
和
床
呂
と
同

一
人
物
か
。
子
の
貞
成
の
活
躍
時
期
は
九
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
こ
の
木
簡
の
年
代
は
平
城
上
皇
当

時
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

御
匝
殿
は
内
一暴
貞
観
殿
の
別
称
。

「七
人
」
は
後
宮
縫
司
に
属
す
る
女
襦
で
、
貞
観
殿
に
つ
め
て
い

た
者
を
い
う
か
。
『
平
城
官
報
告
Ⅳ
』

一
九
頁
参
照
。
下
欠
。

大
天
千
賓
字
六
日

第

一
宇

「大
」
は
尊
称
の
意
か
。
年
号
に

「大
」
を
冠
す
る
の
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
。

四
　
十
六
日
口

山
背
園
口

軒
〇
も
ゝ
　

　

密

Ｓ
Φ
る
」

上

。
右
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

も
〇
芍
ゝ

α
Ｏ
芍
Ｈ
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四

山

（中
］
）
）〈
］
『
〉〈
頓
　α
Ｏ』
芍

Ｓ
Ｋ
入
二
〇
土
壊
出
土
木
簡

甲
一　
生
日
回
検
校
藁
球
伯
陸
拾
伍
目
又
ユ
ハ束

・

　

那

聯

舛
丞

池

田
足

縫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞受

身

⇔
昌

中
務
少
丞
池
田
足
継
が
藁
を
検
校
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
。
藁
は
賦
役
令
に
「凡
供
ツ京
藁
藍
雑
用
之
属
、毎

レ年
民
部
預
於
〓畿
内
一

斜
量
科
下
」
と
あ
り
、
こ
の
条
に
関
す
る
古
記
な
ど
の
説
は
、
京
で
必
要
と
さ
れ
る
藁

・
藍

・
染
車

・
縄

・
孤

・
柏

・
槽

・
机

。

籠

・
置
費
な
ど
が
畿
内
百
姓
の
雑
径
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
中
務
省
が
藁
を
必
要
と
し
た
事
情
は

粥
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
藁
の
用
途
は
染
色
、
造
瓦
、
造
紙
等
の
た
め
の
材
料
及
び
縄
、
薦
等
の
藁
製
品
、

或
い
は
壁
塗
料
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
例
え
ば
中
務
省
被
管
の
図
書
寮
、
縫
殿
寮
で
と
く
に
藁
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
困
み
に
藁
の
計
量
単
位
は
、
『
正
倉
院
文
書
』
や

『
延
喜
式
』
に
も

「囲
」
と
あ
り
、
「駄

一
匹
可
負
員
十
園
」

（ゴ

一日簿
附
Ｊ
ヽ
「藁
五
十
園
…
…
諄
〓
両
撤
塑
百

命
騰
０

と
あ
る
か
ら
大
凡
の
量
は
推
定
で
き
る
。
尚
こ
の
木
簡
に

「叉
乱
六
束
」

と
あ
り

一
囲
＝

一
〇
東
で
あ
ろ
う
。
池
田
足
継
は

『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
池
田
朝
臣
足
継
と
同

一
人
で
あ
ろ
う
。
足
継
は
天
平
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宝
字
元
年
二
月
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
六
月
左
衛
士
佐
、
同
三
年

一
一
月
下
総
介
、
同
五
年

一
〇
月
豊
後
守
、
同
七
年
四

月
左
少
弁
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
の
推
定
さ
れ
る
年
紀
は
天
平
末
で
あ
る
か
ら
相
当
官
位
で
従
六
位
上
で
あ
る
中
務
少

丞
は
彼
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

四四　
　
民
郡
省
　
　
進
薪
重
伯
荷

〔右

依
ヵ
〕

□
□
□
日

（∞
卜
Φ
）
）〈
（∞∞
）
）〈
〇　
も
〇
」も

上
部
が
原
状
を
と
ど
め
る
の
み
。
原
形
は
か
な
り
の
大
き
さ
で
あ

っ
て
、
欠
失
部
分
に
民
部
省
が
薪
を
進
上
し
た
事
由
を
記
し

た
も
の
か
。
薪
進
上
に
つ
い
て
は
御
薪

今
ヽヽ
カ
マ
キ
）
が
想
起
さ
れ
る
。
雑
令
に
よ
れ
ば
、
二
月

一
五
日
、
文
武
官
人
諸
王
は
官
位

に
応
じ
全
位
一
〇
担
、
以
下
初
位
二
担
、
無
位
一
担
）官
内
省
に
、
帳
内
資
人
は
本
主
に
、
中
官
、
東
宮
舎
人
は
各
々
本
職
本
坊
に
薪

を
納
め
る
定
め
で
あ
っ
た
。
薪
は

『
釈
日
本
紀
』
に

「
ミ
カ
マ
キ
」
と
訓
ま
れ
、
御
竃
で
焼
く
木
の
意
。
『
延
喜
主
殿
式
』
に
は
年

中
所
用
御
薪
と
し
て
湯
殿
料

一
八
〇
荷
、
御
区
殿
御
洗
料
七
二
荷
、
御
沐
料

一
八
〇
荷
、
御
脚
水
料
二
四
〇
荷
、
御
炊
料
七
〇
八

荷
、
儲
料
二
〇
〇
荷
、
御
贄
殿
五
荷
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
正
月

一
五
日
に
は
御
薪
札

（各
人
の
進
む
、へ
き
薪
の
数
を
記
し
た
も

の
）
を
提
出
す
る
進
御
薪
儀
が
行
な
わ
れ
た

翁
髄
鶏
隊
級
幣
さ
）。　
薪
の
計
量
単
位
で
あ
る
荷
は
さ
き
の
雑
令
に
「長
七
尺
以
〓廿
株
・為
〓

一
担
こ

と
あ
る
担
と
同
じ
て
あ
ろ
う
。

四五
　
・
大
膳
職
　
□
日
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二
Ｈ

一
一日

四大　
　
大
膳
職

四七　
　
内
膳
司
請
年
料
薦
廿
二
枚
薦
廿
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞聟
中、溢
ｅ
ｋ

内
膳
司
の
年
料
薦
請
求
文
書
。
全
文
を
墨
線
に
て
抹
消
。
文
中

「薦
汁
二
枚
」
が
重
複
し
て
い
る
（薦
は
異
体
字
使
用
）。

『
廷
喜

内
膳
式
』
に
は
内
膳
司
の
年
料
の
薦
と
し
て

「薦
十
六
枚
承
触
嫉
触
敵
硼
雁
料

」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

四
八
　

・
国
書
寮
解
　
　
　
　
　
　
矢
田
〔則
）

・　　　　一Ш
　日］
一Ш
　同］
一Ш
　巾中　．□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中ド∞×含じ×⇔αｏも

第

一
字
は
図
の
異
体
字
。
下
は

「矢
田
□
」
の
一
部
を
除
き
文
字
が
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
は
材
を
横
に
し
て
書
い
た
も

の
字
一六以
下
参
照
）。
と

。
〓
八
に
西
宮
の
兵
衛
と
し
て
矢
田
部
姓
が
み
え
る
。
上
端
の
み
原
形
。

四九　
　
主
菓
餅
　
　
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌ゃダ
ａ
）溢
邑
も

主
莫
群
は
宮
内
省
大
膳
職
に
属
す
る
官
職
名
。
「主
実
舒
二
人
掌
三菓
子
造
〓飛
餅
争

ス
鋪
じ

と
あ
る
。
相
当
官
位
は
正
七
位
下
。
左

欠
。
朽
損
著
し
。

〔
雨四
ヵ
〕

□
日

（ドωΦ
）
×
ドω
×
い
も０
るゝ

（ド『Φ
）
〉〈
（］卜
）
）〈
いＯ
　ＳＯ
ｏゝ



=
三

釈 文

=   
五

一    〇

大
膳
職

園
池
司

□
□
木
工
寮
日

〔む爵
ヵ
〕

官
内
省

五四
　

・
府
召
　
牟
儀
猪
養
　
右
可
問
給
依
事
在
召
宜
知

・
放
不
過
日
時
参
向
府
庭
若
遅
緩
科
必
罪
　
曜

月
歓
嚇
付
鯵
結
虫
　
　
　
　
　
　
　
中∞聟
］∞
溢

邑
ゝ

兵
衛
府
召
喚
状
。
表
裏
と
も
や
や
朽
損
。
文
末
割
書
の
官
職
名
で
あ
る

「翼
大
志
少
志
」
は
、
大
宝
令
制
の
兵
衛
府
の
次
官
主

典
で
あ
り
（長
官
―
率
、
次
官
―
翼
、
判
官
―
大
直
・
少
直
、
主
典
―
大
志
・
少
志
）、
「府
」
は
兵
衛
府
を
さ
す
（囃
馴
勲
歌
熙
野
球
粁
究
↓
ｏ

「某
司
（某
所
）召
」
で
は
じ
ま
る
文
書
（頭
祀
ギ
瓢
砒
捩
Ю
卜
」
勧
症
Ｔ
も
形
式
は
正
倉
院
文
書
や
木
簡
に
散
見
す
る
。
漢
文
体
の
く
ず
れ

が
み
ら
れ
、
「右
」
以
下
は

「問
給
う
可
き
事
在
る
に
依
り
召
す
」
と
読
む
か
。
文
末
割
書
の

「翼
大
志
少
志
」
は
連
署
の
省
略
形
。

「付
と縣
若
虫
こ

は
こ
の
文
書
の
伝
達
者
を
示
す
。
大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
に
み
え
る

「縣
造
若
虫
」
（六
才
）
と
或
は
同

一
人
か
（総

説
参
照
）。
牟
儀
猪
養
は
兵
衛
か
。

８
×
（ドじ
×
釦
乙
も

　

７８

６
９
×
６
）
×
∞
ＧＲ
芍

転
〇
芍
ヽ

Ｇ
Ｏ
芍
Ｈ
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〔召
ヵ〕
　
〔部
ヵ〕

五
五
　
　
　
・
「
一‐‐‐十日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
」

・＝

＝

日
一

召
　
錦
部
岡
万
呂
　

承
知
此
状
急
く
寮
庭
参
向

怠
く
莫

・
頭
　
助
　
大
局
　
少
局
　
潤
九
月
十
四
日
付
廣
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞翼
Ｃ
）溢
§
ｋ

右
側
辺
が
割
れ
、
表
下
方
の
主
文

一
行
分
を
欠
い
て
い
る
ら
し
い
。
最
初
に
ま
ず
召
喚
す
べ
き
者
の
氏
名
を
中
央
部
に
書
き
、

そ
の
下
に
割
書
で
三
行
（推
定
）
に
主
文
を
記
し
、
裏
に
は
こ
の
文
書
の
発
行
人
で
あ
る
某
寮
の
長
官
次
官
主
典
の
官
職
名
の
み
を

略
記
し
、
日
付
と
こ
の
文
書
の
伝
達
者
を
記
す
書
き
方
で
あ
る
。
表
上
方
右
辺
に
僅
か
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
第

一
字
は
「召
」、

第
三
字
は

「部
」
と
も
推
定
さ
れ
或
い
は

「召
錦
部
岡
万
呂
」
の
文
を
右
横
に
習
書
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
紀
は
な
い

が
天
平
末
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ

（総
説
参
照
）、
関
九
月
と
ぁ
る
か
ら
天
平

一
八
年
と
し
て
よ
い
。
錦
部
岡
万
呂
を
急
ぎ
寮
庭
に

召
喚
し
た
文
書
で
あ
る
。
「急
ミ
」
「怠
ｋ
莫
」
な
ど
の
踊
字

「
モ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
錦
部
岡
万
呂
は
兵
衛
か
。
と

・
圭

・

九
八
。
３
一ス
西
宮
兵
衛
関
係
）
な
ど
に
錦
都
の
姓
が
み
え
る
。

〓大
　
・
符
三
野
部
石
嶋
等
　
□
日
日
日
一

右
烏
打
　
勅
旨
紙
召
宜
知
此
炊
以

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



釈 文

・
莫
烏
怠
遅
符
到
奉
行

大
局
錦
部
連
員
道

一‐‐日日日日日日日日日日日日日‐‐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕ミΦ〉〈（∞〕）〉〈ω　αＯ」」

表
一異
共
に
左
右
両
辺
各
半
行
分
を
欠
き
、
も
と
は
三
行
か
。
表
は
か
な
り
荒
れ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
で
は
釈
文
の
ご
と
く

判
読
で
き
る
。
「符
」
と
い
う
公
式
様
の
文
書
形
式
を
と
る
（総
説
二
三
頁
参
照
）。
来
寮
が
勅
旨
紙
を
打
つ
た
め
に
三
野
部
石
嶋
等
を

召
喚
し
た
も
の
で
あ
る
。

「勅
旨
紙
」
は
管
見
の
限
り
で
他
に
類
例
が
み
え
ず
、　
そ
の
意
味
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
が
、
勅
旨
を

記
す
た
め
の
紙
或
い
は
勅
旨
に
も
と
づ
い
て
必
要
と
な
っ
た
紙
と
か
の
意
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
例
と
し
て
は
勅
旨
大
般
若
紙
打
料

（家
型
薄
じ
が
あ
る
。　
″
紙
を
打
つ
々
と
い
う
こ
と
は
、
紙
を
滑
ら
か
に
す
る
た
め
に
石
で
打
つ
こ
と
を
い
う
繍
薩
撃
鞠
）。
奈
良
時

代
の
写
経
所
で
も
ひ
ろ
く
打
紙
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
例
え
ば
奉
写

一
切
経
所
で
は
装
漬
生
が
仕
丁

。
自
進

二
屋
夫
等
を
つ
か
っ
て
紙
を
打
た
せ
て
い
る
俗
蜻
路
』状
川
に
乳
仁
Ｆ
各一砂
Ｏ
打
紙
所
爺
症
川
し
、
紙
打
殿
鍮

雲
Ｕ
な
る
語
も
み
え
る
。

尚
こ
の
符
は
紙
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
図
書
寮
の
符
で
あ
ろ
う
か
。
裏
面
末
尾

一
行
は
日
付
と
こ
の
文
書
の
伝
達
者
を
示
し

た
も
の
か
。
三
野
部
石
嶋
は
兵
衛
か
。
全

・
老

・
六

・
三
ｏ
（西
宮
兵
衛
関
係
）
な
ど
に
三
野
の
姓
が
み
え
る
。

二七
　
・
八
月
十
八
日
進
紺
糸
二
斤
六
雨

一
分
□
□
□
附
薬
口

・
正
六
位
上
行
正
動
十
二
等
山
口
伊
美
吉
　
　
天
干
十
三
年

（
曽

じ

×

含

９

×
∞

乙

は
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表
に
主
文
で
あ
る
紺
糸
を
進
め
た
月
日
、
荻
量
を
書
き
、
裏
に
紺
糸
を
進
め
た
官
司
の
長
官

令
正
も
の
署
名
お
よ
び
年
紀
を
記

す
。
こ
の
官
司
は
紺
糸
を
作
製
す
る
と
こ
ろ
に
限
定
し
得
る
と
す
れ
ば
、
織
部
司
（大
蔵
被
管
）或
い
は
内
染
司
（宮
内
被
管
）
で
あ
ろ

い
う
ノ
。

山
口
伊
美
吉
（忌
寸
）
は
次
の
よ
う
な
史
料
に
み
え
る
山
口
忌
寸
佐
美

（沙
弥
）
麻
呂
か
。
天
平
勝
宝
五
年
正
六
位
上
紫
微
中
台
大

疏
兼
近
江
大
塚
俗
船
薙
頁〓
゛
、
同
七
歳
紫
微
中
台
少
忠
綿
五一正
Ｄ
、
天
平
宝
字
二
年
八
月
外
従
五
位
下
）
従
五
位
下
、
同
五
年

一
〇

月
甲
斐
守
、
神
護
景
雲
三
年

一
〇
月
復
本
位
従
五
位
下
、
宝
亀
元
年
三
月
会
賀
市
司
、
同
三
年
四
月
木
工
助
、
同
年

一
一
月
備
後

介
曇
粋
し
。
上
と
左
は
原
形
を
と
ど
め
る
か
。
図
版
配
列
は
表
裏
逆
。

三八
　
・
□
付
火
長
大
日
部
勝
航
呂

・
□
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（煮
ｙ
§
▼
ｇ
忌

火
長
は

『
延
喜
内
蔵
式

。
左
右
近
衛
式

・
左
右
衛
門
式
』
等
に
見
え
る
が
特
に
軍
防
令
に
は
、
「兵
士
十
人
為
■

火
こ
と
あ
り
、

ま
た

『
左
右
近
衛
式
』
で
は
同
府
所
管
の
賀
輿
丁

一
〇
人
の
長
と
し
て
火
長
が
い
る
。
し
た
が
っ
て
火
長
は
衛
士

・
仕
丁

・
兵
衛

な
ど
の

一
〇
人
の
単
位
集
団
の
長
を
示
す
が
、
西
宮
兵
衛
に
関
す
る
木
簡
を
併
せ
考
え
る
と
、
兵
衛
の
火
長
で
あ
る
可
能
性
は
強

い
。
上
部
欠
。

二九
　
・
Ш
右
四
人
財
日
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・
□
願
烏
烏
日

（⇔
〇
）
×
］〇
×
ド
αＯ
』
Ｈ

大Φ
　

□
右
兵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枷ド×心
溢
己
も

大
一　
・
□
位
下
財
椋
人
安
万
呂

□
行
夜
使
偽
注
状
故
移

・
□
少
志
檸
原
造
総
臓
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
▼
∞軍
ぎ
己

英
府
移
。
署
判
者
は
少
志
で
あ
り
、
発
給
官
司
は
衛
門
府

・
左
右
兵
衛
府

・
左
右
衛
士
府
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
財
椋
人
安
万

呂

（因
み
に
財
椋
人
は
初
見
の
複
姓
氏
）
を
某
月
某
日
の
官
内
の
あ
る
地
区
の
行
夜
使
と
し
て
派
遣
し
、
行
夜
使
の
身
分
証
明
と
し
て

同
人
に
給
付
し
た
も
の
か
。
行
夜

（
ョ
マ
ハ
リ
）
は
宮
衛
令
開
閉
門
条
に
諸
衛

盆
（衛
府

。
衛
士
府

・
衛
門
府
）
が
あ
た
り
、
『
延
喜
式
』

の
詳
細
な
規
定
に
よ
る
と
、
内
一異
は
官
人

一
人
近
衛

一
人
、
大
蔵
は
近
衛
二
人
、
内
蔵
は
近
衛

一
人
、
八
省
院
と
豊
楽
院
は
聞
部

一
人
が
行
夜
に
あ
た
り
、
兵
衛
も
ま
た
各
々
に

一
人
乃
至
二
人
配
さ
れ
て
い
る
。
上
部
は
切
り
こ
み
を
い
れ
て
折
り
、
欠
損
し
て

い
る
。

〔士
編
ヵ
〕

杢
一　
・
□
兵
衛
府
口

・
□
滋
□
□
　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｘ
ｅ
ｘ
ｇ
昌
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大

〔敷
ヵＸ
入
ヵ〕

□
□
給
□
宜
校
牒

□
□
□
□
□

〔量

他
〕

申
應
直
□
□
□
口

〔如

件

兵

状

護

牒
ヵ〕

大五
　
・
□
□
□
□
□
□
□

共太　
・□
謹
請
慮
殴
諏
剛
〕

□
日

含
樹
）
×
（Ｒ
）
ｘ
〕
忌
驚

共七
　
・
□
衛
府
一――
日
日
日
日
日
日
日

・　一日日日日日日日日一　　　　　　　　一日日日日日日日日日日日日日日一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〕ω９）〉〈（い０）〉〈、　も〇”」

〔巻理
ヵ〕

末
八
　
　
日

□
守

臣
老

玉
猿
日
回

□
□
君
茶
□
日
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

▼

ｅ
ｙ
憲

昌

「玉
棒
」
以
下
は
削

，
と
ら
れ
、
約
三
字
分
の
墨
痕
が
の
こ
る
。
玉
棒
は
玉
の
飾
り
の
あ
る
枠
、
或
い
は

「ほ
こ
」
の
美
称
、

ま
た
道

・
里
に
か
か
る
枕
詞
。
「玉
枠
」
以
下
は
左
に
寄
り
、
も
と
二
行
の
割
書
か
。
「君
来
」
な
ど
の
残
文
と
併
せ
考
え
る
と

６
９

×
く
）
×
囀

き
驚

（
Ｓ
じ

×
Ｇ
）
×
ヽ

己

驚

（
罵
９

×
貧
）
×
〕

乙
驚



釈 文

「
玉
枠
」
以
下
は
歌
の
後
半
部
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大九　
　
謹
論
人
成
一

道
守
臣
老
は
兵
衛
か
。
と
に
辻
姫
兵
衛
と
し
て
道
守
姓
が
み
え
る
。

（
怒

９

×

含

９

×
∞

も
記

Ｈ

七〇
　
・
申
請
月
借
袋
事
一日
日
日

・醇
酔
酔
酔
野

醇
酔
酔
郎
日

（怒
∪
×
６
）
×
∞
転
記
Ц

月
借
銭
請
求
文
書
。
申
請
者
は
不
明
だ
が
、
貸
与
者
は
、
解
の
形
式

（上
申
文
豊
０
だ
か
ら
、
官
司
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
に
、

宝
亀
三
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
写

一
切
経
所
の
月
借
銭
請
求
書
が
九
七
通
以
上
残
存
す
る
。
書
式
は
、
月
借
銭
請
求
額

・
返
済

期
限

。
質
物
の
品
名
数
量

・
請
求
月
日

・
請
求
者
名

・
保
証
者
名
が
あ
り
、
次
に
貸
与
責
任
者

・
貸
与
返
済
月
日
が
追
筆
さ
れ
て

い
る
。
月
借
銭
の
借
用
期
限
は
通
常
は

一
ｉ
三
カ
月
で
、
五
カ
月
の
も
の
も
あ
る
。
給
料

（布
施
）
で
返
済
を
約
束
し
た
も
の
が
多

い
。

利
子
は
月
毎
に
単
利
で

一
割
三
分
な
い
し

一
割
五
分
、
年
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
。

そ
の
他
仕
丁
の
月
借
銭
も
あ
る
（誤
増

嘘
引
せ
。
な
お
証
人
の
大
伴
は
兵
衛
か
。
後
出
を

・
六

。
３
ｏ
の
西
官
守
衛
の
兵
衛
姓
に
大
伴
が
み
え
る
。
四
辺
欠
。

七
一　
・
□
成
　
　
　

成
成

四
月
十
七
日
替
成
成

・
□
章
章
章
章
章
章
章
日
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□
幸
　
華
　
幸
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
（じ
～
量
【

表
上
方
左
寄
り
の
「月
十
七
日
替
」
が
本
文
の
一部
か
。
他
は
習
書
。
上
下
左
右
と
も
に
欠
。
裏
面
図
版
上
．下
逆
。

〔
日月
ォ〕

曽
一　
　
右
以
今
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転昌

〔締肝
コ〕

害
一　
　
ム
郡
司
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
αミ

墨
色
は
薄
い
が
、
左
辺
に
濃
い
墨
色
の
二
画
が
一重
複
し
て
い
る
。
「ム
」
は
「英
」
に
通
じ
、
郡
司
の
「解
」
の
書
式
を
記
し
た

も

の
。

七四　
ぼ
帥
ず
移
配
酌
Ⅳ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∝晨

「移
」
の
書
式
を
示
し
た
も
の
。

〔箱
ォ〕

七〓
　
　
Ш
□
府
移
出
雲
國
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転目

某
衛
府
（申
衛
府
・
兵
衛
府
）か
ら
出
雲
国
司
に
出
さ
れ
た
移
文
の
首
都
。
或
い
は
菫
。
喜
と
同
じ
く
書
式
を
示
す
た
め
の
も
の
か
。

〔む脅
，〕

七六　
　
九
月
十
四
日
造
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も昌

85



釈 文

七七
　
・
松
原
車
除
充
夫
十
七
人
　
領
中
衛

一
人

。　
　
　
　
　
　
　
天
奔
十
八
年
十
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞］『巡
卜逢
毯
量

松
原
の
草
除
に
夫

一
七
人
を
充
て
、
中
衛

一
人
が
そ
の
統
領
に
あ
た
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
。
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
天
平
元
年

三
月
以
降
由
水
、
騎
射
の
宴
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
松
林
、
松
林
宮
、
松
林
苑
、
北
松
林
な
ど
が
み
え
る
。
「松
原
」
は
こ
れ
に
あ
た

る
か
。
因
み
に
松
林
に
関
す
る
記
事
は
天
平

一
七
年
五
月
の
平
城
還
都
直
後
に

「天
皇
親
臨
〓松
林
倉
庫
一賜
と陪
従
人
等
穀
こ

と
み

え
る
記
事
が
最
後
で
あ
る
。
神
亀
三
年
以
降
し
ば
し
ば
宴
に
使
用
さ
れ
た
南
苑

（南
樹
苑
）
も
同
様
天
平

一
九
年
以
降
に
は
た
え
て

し
ま
う
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
還
都
後
の
官
内
改
造
で
こ
れ
ら
の
苑
が
消
滅
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
左
中
央
の

一
部
分
を
欠
き
、

土
圧
で
歪
ん
で
い
る
。

丈
。囀
唖
唖
唖
目

□
路
即
　
□

正
六
位
上
右
大
合
人
阿
倍
勝
大
養
徳
因
□
□
郡
山
村
日

ｅ
逃
之
之
之
之
之
之
　
□
□
□
溶
溶
章
口

□
□
□
日
日
□
　
一日
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（灘
Ｘ
Ｑ
）巡
乱
Щ

「正
六
位
上
右
大
舎
人
阿
倍
勝
」
以
下
の

一
行
の
他
は
習
書
。
以
下
の
地
名
は
阿
倍
勝
の
本
貫
地
。
勝
が
姓
か
人
名
か
決
し
難

い
が
、
姓
な
ら
ば
阿
倍
勝
の
例
は
な
い
。
「大
養
徳
国
」
は
天
平
九
年

一
二
月
丙
寅
か
ら
同

一
九
年
二
月
辛
卯
間
の
大
和
国
の
表
記
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法
。
山
村
は
郷
名
。
上
端
の
み
原
形
。

七
カ
　
　
　
・
一

津
玖
余
く
美
宇
我
礼
□
□
□
□
□

〔初肝
ヵ
〕

故
　
款
　
　
　
□
　
由
　
由
我
　
礼
自
由

所

謹
解
　
川
日
開
務
所
　
本
土
返
避
夫
人
事

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
人

故
漢
□
解
解
解
務
都
本
書
礼
我
遠
事
事

〔喬
母
〕

□
□
白
大
郎
奪
者
口
下
借
錢
請
□
右
取
□
日

一＝

一

〔皇

皇

皇

皇

皇

皇

皇

皇
〕

・
□
□
□
□
□
□
□
日未

未
未
未
未

皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
皇
讃
讃
讃
讃
讃
讃

馬
隔
隔
嬬
馬
馬
馬
隔
隔
塞
嬬
用
馬
郎
郵
邸
□
□ 男 伊 男

日 勢
國
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未
　
　
未
未
未
□

遠
量
疏
疏
應
未
未
反
反
其
勢
結
結
郎
郎
芭
□

未
未
未
未
未

〔
誌
狐
ヵ〕

□

書

□

□

□

　

未

之

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（選

▼

奪

）
溢

證

芍

「謹
解
　
川
口
関
務
所
云
々
」
の
記
入
の
あ
る
も
の
に
、
そ
の
後
数
度
に
わ
た
り
表
裏
に
習
書
な
ど
を
書
き
加
え
た
も
の
。
「謹

解
　
川
日
関
務
所
」
以
下
の
一
行
は
未
完
だ
が
、
伊
勢
国
の
川
口
関
務
所
に
宛
て
、
そ
の
関
を
越
え
て
東

へ
還
る
夫
人
（諸
国
徴
発

の
百
姓
＝
人
夫
の
意
か
）
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、　
過
所
か
。　
川
口
関
は
三
重
県

一
志
郡
旧
川
口
村
と
推
定
さ
れ
、
大
和
か
ら
桜

井
、
名
張
を
経
て
伊
勢
に
通
ず
る
重
要
交
通
路
の
関
所
。
『
続
日
本
紀
』
天
平

一
二
年

一
一
月
乙
酉
に
伊
勢
国
壱
志
郡
河
口
頓
官
を

関
官
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
爺
球
芽
以
郵
‐「率
響
柳
牌
琳
鉛
難
棘
馳
聟
軸
）
。
「□
白
大
郎
云
々
」
は
借
銭
請
求
の
書
式
。
借
銭
と
い
う
言

葉
は
奈
良
時
代
で
は
、
１
利
子
の
記
載
の
な
い
契
約
文
書
か
ら
な
る
借
貸
銭
（娯
謝
鉾
砂
、
２
月
借
銭
の
略
記
倫
一卒塾

頁三
じ
ヽ
３
官

司
が
物
品
調
達
用
に
上
級
官
司
か
ら

一
時
借
用
す
る
も
の
動
九一∝
Ｕ
な
ど
の
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「津
玖
余
ミ
美
宇
我
礼
」

は

「月
夜
好
み
浮
か
れ
」
の
意
。
上
端
の
み
原
形
を
の
こ
す
。

〔
関心
〕

八〇
　
上
日
日
□
解
□
息
事
右
日
日
日
者
蒙
□
澤
日
日
一延
年
如
常
日
日
日
日
日
日
日
一□
□
等
師

・
雨
日
日
日
日
十‐
―‐
日
日
日
日
――
剛
評
警
今
願
所
者
稲
釧
脚

〔仰
ヵ
〕

日
日
日
日
日
一口
彼
郡
大
領
所
令
仕

（置
９
×
奮
じ
×
９
恐
量
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個
人
の
啓
状
か
。
解
文
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
「蒙
恩
澤
」
「延
年
如
常
」
な
ど
の
文
言
は
、
啓
状
の
慣
用
語
、
裏
面

「今
願

所
者
」
以
下
が
割
書
さ
れ
て
い
る
の
は
余
白
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「仰
彼
郡
大
領
所
令
仕
奉
」
と
あ
る
記
事
が
注
意
さ

れ
る
が
、
全
体
の
文
意
は
判
読
し
難
い
文
字
が
多
く
明
ら
か
で
な
い
。
薄
く
削
り
と
ら
れ
た
部
分
が
多
く
、
下
半
部
に
は
細
字
で
、

「能

。
自

・
還

・
戴
」
な
ど
の
習
書
が
あ
る
。
上

・
下
は
原
形
か
。
図
録
の
配
列
は
左
右
逆
。

八一　
　
回
・初
位
上
捨
前
合
人
倭
蹴
呂
謹
解
申
請
日

一Ｈ

一

一日

一

も
Φ
る
」

檜
前
舎
人
倭
床
呂
の
提
出
し
た
請
求
文
書
。　
檜
前
舎
人
姓
は
東
国
に
分
布
し
、
武
蔵
国
那
珂
郡
の
防
人
嬢
璧
挙
゛
、　
上
総
国
海

上
郡
の
檜
前
舎
人
直
建
麻
昌
象
�
警
欝
嵌
邦
り
、
遠
江
国
城
飼
郡
の
主
帳
の
檜
前
舎
人
部
諸
国
爺
監
鞄
醇
し
が
い
る
。
な
お
こ
の
檜
前

舎
人
は
兵
衛
か
。
後
出
全
の
西
官
東
二
門
守
衛
の
兵
衛
に
檜
前
姓
が
み
え
る
。

八
一一
　

　

日

一　

　

　

一日

国
十
二
日
依
相
見
条
女
宣
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α昌

相
見
条
女
は
出
身
郡
名
に
よ
る
祭
女
の
特
定
個
人
の
表
記
法
。
相
見
は
伯
者
国
相
見
郡
（駅
稲
応
魏
融
諒
ど
で
、
『
和
名
抄
』
『
延

喜
民
都
式
』
で
は
会
見
（
ア
フ
ミ
）
と
す
る
。
全

・
金

ｏ
き
は
同
類
か
。



〔撮
獅
ヵ〕

□
□
宣
臥
酔
嘲
声
詞
耐
‐――
‐‐‐

□
命
婦
宣
進
責
日

Ш
如
件
□
□
日

□
□
□
□
日

〔数ｍ
″〕

□
下
ム
位
姓
名
口

文
書
の
書
式
を
記
し
た
も
の
。
署
名
の
部
分
で
あ
ろ
う
か
。

徒
六
位
上〔眈
即

畑期　醸籐

α
Ｏ
Ｓ
」

Ｓ
Ｏ
る
ヽ

も
Ｏ
Ｓ
ヽ

合
づ

）
Ｘ

（
『
▼
×

９

軒
⇔
”
」

Ｓ
Ｏ
”
」

乙
息

　

”

α
Ｏ尊
Ｈ

も
〇
芍
」

□
位
上
□
□
臥
嘘
〕

□
日
徒
七
位
二
酢
砂
酔
ド

と き 発 灸 金

道八^
守戸E

釈 文

灸 全 金 全

〔依

八
〕

□
□
上
条
女
日

・
北
姫
兵
衛
　
恥
前

鯨
織
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・
曜
絲
瑯
　
　
△
向
上
引

一
一
Ａ
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
伽
ｏ
×
∞
岸
×
卜

鶴
〇
」
Ｈ

北
姫
関
に
上
番
す
る
兵
衛
名
を
列
記
し
た
も
の
。
北
姫
門
は
空
の
解
説
参
照
。
こ
こ
に
北
姫
兵
衛
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、　
一
連

の
西
官
の
門
ご
と
に
人
名
を
つ
ら
ね
た
木
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
の
守
衛
に
あ
た
る
兵
衛
に
関
す
る
日
々
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
老

・
３
ｏ
な
ど
の
記
事
に
よ
る
と
、　
兵
衛
の
上
番
日
の
食
料
を
請
求
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ

ら
兵
衛
木
簡
に
は
い
ず
れ
も
年
紀
は
な
い
が
、
他
と
同
じ
く
天
平
末
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
人
名
中
、
「
八
戸
」
は
八
戸
、

「枝
井
」
は
榎
井

・
朴
井
か
。
空
ｔ
三
四
二
霞
に
つ
い
て
は
総
説
西
官
兵
衛
伝
票
の
項
含
一五
頁
以
下
）参
照
。

を
一　
。
西
宮
束

一
門
腟
上
輸
翻
判
詔
舛　
　
　
右
七
人

ｏ　一一一期嚇抑（ｆ入占‐釧嗣岬（訥『枷叩‐　^ハ同一ハＡ〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕０６×ゃ∞×∞もＯｋК

表
に

「右
七
人
」
と
あ
る
が
、
書
き
出
さ
れ
て
い
る
人
名
は
六
人
。
裏
の

「
二
」
は
西
宮
東
二
門
の
意
。
三
野
の

「
三
」
の
第

三
画
は
追
筆
。
人
名
に
付
し
た
合
点
は
豊
の
例
で
は
下
番
の
意
。

警
一　
　
北
姫
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ド露
ａ
）赴
晏
る

「北
姫
門
」
以
下
の
空
白
部
分
に
は
西
官
兵
衛
木
簡
か
ら
推
し
て
兵
衛
の
名
前
が
記
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
。
「北
姫
開
」
は
籍
火

を
焚
く
西
宮
の
北
門
の
意
。
従

っ
て
と
の

「北
姫
兵
衛
」
は
北
門
の
夜
間
禁
衛
に
あ
た
る
兵
衛
を
意
味
す
る
。
西
官
兵
衛
木
簡
で

南
門
や
東
門
で
矩
を
焚
く
こ
と
を
示
す
も
の
が
な
い
か
ら
、
西
宮
で
は
北
開
が
夜
間
開
い
て
い
た
唯

一
の
開
に
な
る
。
令
文
は
日



釈 文

没
諸
門
を
閉
じ
た
あ
と
も

「
不
レ在
〓開
限
正
、
「
至
レ夜
燃
レ火
」
す
門
を
理
門
と
称
し
て
い
る
が
幕
υ
、
「臨
時
定
■

便
門
人
出
入
者
一

名
云
と理
門
一昼
夜
開
検
二人
出
入
こ

縮
陥
籍
様
雛
Ｊ

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
内
門

・
中
門

・
外
聞
（宮
城
門
）各
々
に
理
門
が

あ
る
爺
聯
籍
攘
》
。
北
矩
聞
は
西
官
の
北
門
で
あ
る
か
ら
内
裏
の
内
門
の
理
聞
で
あ
る
。
左
欠
か
。

九四　
　
飯
請
　
田
口
牛
甘
　
河
内
五
百
足
　
ハ
二
一人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ω覚
Ｐ受
ぎ
昌

西
官
兵
衛
の
食
料
（飯
）
請
求
文
書
。
田
口
牛
甘
は
夫

。
３
一一一
に
み
え
、
さ
ら
に
正
倉
院
文
書
の
官
人
歴
名
帳
舎
爺
静
師
嘘
４

・天軒
隆

一薯

中
の
伊
勢
少
塚
田
口
牛
甘
、
『
続
日
本
紀
』天
平
宝
字
八
年
九
月
丙
午
条
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
昇
進
し
て
い
る
田
口

朝
臣
牛
養
と
同

一
人
物
か
。
こ
の
推
定
が
成
立
す
れ
ば
兵
衛
の
官
人
社
会
進
出
を
示
す
貴
重
な
例
に
な
る
。
河
内
五
百
足
は
と
の

河
内
と
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
。

日
下
部
　
　
専

九
三
　

　

西

宮

商

門

ね

舗

引

角

鞠
跡

人
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぃド聟

∞
ド
溢

§

」

南
門
と
角
門
（脇
門
か
。
角
が
角
開
で
あ
る
こ
と
は
尭
よ
り
甥
ら
か
）守
衛
の
兵
衛
計
五
人
を
書
き
あ
げ
て
い
る
。

「茨
田
下
」
な
る
記

載
は
上
番
を
予
定
さ
れ
て
い
た
兵
衛
の
茨
田
が
何
ら
か
の
事
情
で
下
番
と
な
っ
た
も
の
か
。

九大
　
・
所
塁
凸
三
一門
　
鶏
攀

舟
ｒ
即
即
軒
朝
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・
∩
咄
鵜
榊
Υ
引
　
ハ
呈
ハ
人

門
名
が
単
に

「
三
聞
」
と
の
み
あ
り
方
位
が
な
い
こ
と
、

Ｏ
人
単
位
の
兵
衛
集
団
を
統
率
す
る
番
長
が
み
え
る
こ
と
、

推
し
て
東
の
第
三
門
の
意
か
。
田
日
午
甘
は
茜
解
説
参
照
。

る
が
、
同

一
人
か
は
不
明
。

ド∞ヽ
×
や
ド
×
ω
も０
」ｋ

兵
衛
の
人
名
標
記
が
姓
だ
け
で
な
く
名
も
示
し
て
い
る
こ
と
、　
一
〇

以
上
は
他
の
西
宮
兵
衛
木
簡
と
記
法
が
異
な
る
。
ど
一開
」
は
他
か
ら

上
広
足
は
、
宝
亀
五
年
の
正
倉
院
文
書

命
輪
鉗
．差
引
翔
彩
゛
に
み
え

宅

占

異

一
門
階

辞

人

騨
靱
が
　
　
　
　
　
　
　
Ｐいξ
営

「朝
夕
料
」
は
兵
衛
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
食
料
（常
食
×
総
説
三
一
頁
参
照
）。
因
み
に
兵
衛
の
生
活
資
は
、
大
炊
寮

。
大
膳
職
か
ら

支
給
さ
れ
る
諸
司
食
料
鍮
醸
し
、
出
身
郡
か
ら
の
養
物
鍮
ギ
修
鯉
篠
ご
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
『
延
喜
大
炊
式
』
に
は
兵
衛

一
五
〇
人
分

の
食
料
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
左

。
右
欠
。

（川
〕

九八
　
・
西
宮
東

一
門
即
」

対
錦

合
四
人



釈 文

九九
　
・
西
祥
皇
陶
門
ム
ロ
剖
　
麟
野
　
角
誦
�
条
幣
Ψ

押
八
日
一今
人

・
此
元
塩
如
何
不
可
須
如
常
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
Ｘ
ωド添
邑
る

表
裏
別
筆
。
南
門
と
角
門
は
豊
に
も
み
え
る
。
裏
の
文
は
、
後
欠
か
。
表
書
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
食
料
に
つ
い
て
、
塩
の
支
給

が
な
い
こ
と
を
難
ず
る
気
持
を
後
で
書
き
記
し
た
も
の
か
。
上

・
下
欠
。

Б
ｏ　
・
支
雪
言
間
徽
翻
　
跡
部
　
紳
　
北
話
日肺
下
部
　
ヤ
歳
用
お
秘
卿

。
合
十
人
　
　
　
二
月
九
日
食
司
日
下
部
太
万
昌
炊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞『巡
〕赴
乙
Ｈ

兵
衛

一
〇
人
の
食
料
請
求
文
書
。
「食
司
」
は
こ
こ
で
は
兵
衛
の
食
料
事
務
担
当
者
（総
説
三
一
生
≡
一頁
参
照
）。

憂一〇
二

・
二
門
三
願

籐
林
　
合
四
人

西
宮
束

一
門
刻
吐
　
束
二
命
網
「
右
二
人

束
三
門
期
剛　
伸細

丹
比〔硼
一日
日

ド
ヽ
ω
×

］
中
×

ω

Ｇ
Ｏ
ゝ
ゝ
　

　

９

牌
６
∞
×

ド
『
×

］

銚
Ｏ
ｋ
Ｈ

（
馬

ｅ

×

含

じ

×

∞

ζ

電
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３
三　
・
請
御
食
　
川
内
五
百
足
　
田
日
午
甘

・
　

「郵
叫
彰
」
半
￥
理
叫
呼
）
Ⅵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕釦冤
μダ
ぎ
昌

西
宮
兵
衛
の
食
料
（飯
）
請
求
文
書
。
表
裏
の
文
字
は
逆
方
向
。
束
尾
の

「食
納
飯
」
は
後
筆
か
。
川
内
五
百
足
、
田
口
牛
甘
二

人
の
食
料
請
求
に
つ
い
て
は
圭
参
照
。

〔万

呂
ヵ〕

一畠

・
日
日
一嶋
□
□
　
川
上
足
棒

・

上

廣

足

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
頓
露

曾

ｙ

忘

忌

「川
上
足
枠
」
は
〓
一に
も
見
え
る
。
左

。
右
欠
。
朽
損
著
し
。

〔茨

田
〕

３
三

・
西
宮
束

一
門
　
昭

市随
　
合
四
人

〔糊
〕
合
四
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦダ
ｅ
Ｘ
ざ
己

・
東
二
門

肺

訓

判

〔
西

宮

南

門
〕

３
大
　

□
□
□
□
　
君
子

３
七
　
西
宮
南
門

□
□
筐
瞑

含
中
じ

×
６
）
×
中

も
ｏ
“
ゝ
　
　
９５

「

|

（ド∞⇔
）
〉〈
（μＯ
）
）〈
Ｎ
　む０∝
Ｈ



釈 文

〇
八〇

日青|
土

呂  □響

表
面
を
削
り
、
文
字
は

一
部
に
の
み
残
る
。
下

・
右
欠
。

∴
日
日
□
東〔酢
則
〕

〔三

野
錦
ど

・□
尾
張
（剛
団
団
口
口

・
□
□
日
日
日
日
日
日
一

き
餅
則
芹
――――
―――‐
Ш

一＝

一

〔東
ヵ〕

ｏ
□
□

表
裏
面
と
も
に
削
一り
と
ら
れ
、　
一
部
に
墨
痕
を
と
ど
め
る
の
み
。
西
官
兵
衛
に
関
す
る
も
の
。

（μいΦ
）
Ｘ
（ドヽ
）
Ｘ
］
αｏ
Ｈ芍

含

０
じ

Ｘ

含

じ

Ｘ

囀

ｓ
£

Ц

（『Φ
）
Ｘ
（∞
）
×
や
銚〇∞【

８

６

ｘ

誤

×

や

ら
０
」
ゝ
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一
〓
一　
・
旧
呂
田
門
　

い
日室

．
Ｌ‐

「
都
　
、
茨

・
回
□
□
□
口
　
　
　
　
　

口

一Ξ

・
東

一
嬬
子
　
一
玲
田
疋
騨

・　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
〔歩ね
，〕

合
□
日

「一只十　一　」
「
二
」
は
東

一
門
、
東
二
門
の
意
。
下
欠
。

〓
四

３
〓〓　出興岬貰↑七一

〔
司

門
む

〓
六
・
回
□
□
一日
日
日
日
回

・
回
伺
Ｈ
評
日
日
日
Ш

≧

璽

〕即

解蔀

（０う
）
Ｘ
ф
“
Ｘ
Ｆ

０ヽ”
【

（
い
い
０
）
Ｘ
中
ω
Ｘ
ω
も
０
」も

（ドω
ド）
×
〕
〕
×
（∞
）
α⇔
ｏ
」

昌   亀



釈 文

一え

・

右
七
人
仝

一醜

一糊

内

・
国
人
食
□
□
堕
□
給
□
□
日

表
裏
異
筆
。
表
は
西
宮
兵
衛
関
係
か
。
裏
は
文
意
未
詳
。
下
欠
。

〔門
ヵ〕

〓
九

・
□
□
□

・
　
□
□
□

三ｏ　
・山口臥絣秩酢　欧帥酌剛口

・　
　
□
　
口
□
□
□
口

〓・　
剛
上醜酢謹
啓口

三
一　
□
　
室
　
茨
日
　
□
日

一量

・
東
二
門
口

知
田網
日

鰻
�
ｘ
（こ
）
ｘ
ヽ
３
ζ

　

銘

（〕
い０
）
×
ωド
×
〕
ｓＯ
‘ゝ

（中ドト）
）^
（Ｐ〕）
）〈中　転〇∝
」

（
Ｏ
Ｎ
）
）〈
騨
∞
〉
＾
∞
　
α
Ｏ
“
ヽ

α
Ｏ
も
ヽ

（ω
じ

×
６
）
ｘ
ド
』
巳

ゝ
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暑 兵 三 云一二八
一工九

一三〇
一
〓一
一

一一一一二

生
＝西

宮
□
口

窺
副

乳

〕
〔ハ一
，〕

二
門

種

日

回
徹獅
口

西
韮
齢
Ⅳ

齢
酢
酢
酢
即
昨

醐
濯
酎
ォ一門

日

大路
酢

□
□
林
紳
暖
〕

企
馴
し
Ｘ
（ミ
）
Ｘ
い
も
０
“
ゝ

ヽ
０
も
ヽ

α
⇔
埼
Ｈ

ら
０
ヽ
ゝ

ぶ
⇔
芍
ｋ

α
Ｏ
る
ヽ

く
じ

ｘ
（ｅ

ｘ
∞
乙
驚

α
Ｏ
も
ヽ

も
⇔
る
」

α
ｅ
【
　

９９



罐
≡
凸
醍
酔□
酢
酢霞
叩

・
□
□
日
　
　
　
　
□
□
口

・
西
宮
東

一
□
　
茨
田
口

・
□
　
　
一日
□
　
　
日

Ξ末　
・」
醜
剛
酢
誕
飾
ヵ〕酪メ

・

・□
位
上
伊
勢
直〔酔
犀
□

〓モ
・□
位
上
伊
災
酔
誤
欅唯
叶□
□
□
口

=
四

尾
張

６
こ
×
６
）
×
中
は
ｏ
驚

（８
じ
×
令
）
×
〕
αｏ驚

〔
正

五
ヵ〕

尾
張
園
守
□
□
日

（ド⇔
〕
）
×
（ドい
）
×
卜
も
〇∝
Ｈ

胡
剛
酌
酔
ド
ロ
【酔
酔
ド

↑
〕
゛

×
含
じ

×
枷

Ｇ
ｏ
』
Щ

表
一異
に
讚
岐
国
塚
、
尾
張
国
守
、
美
野
国
大
嫁
、
周
防
国
介
な
ど
の
記
載
が
み
え
る
が
、
性
格
未
詳
。
上
端
の
み
原
形
。

一□□団団団団□団
【□団剛弼団聞側団酢眸ド醇
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・
□
欝
□
　
敵
蓋
加
□
　
□
□
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
Ｗ
ａ
）ミ
乱
ヽ

Ξ
八
　

奈
良
王
　

解
騨
王
　
　
玉
手
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］こ
×
（こ
溢
邑
る

王
第
を
列
記
。
「奈
良
王
」
は
長
親
王
の
子
綴
蠍
髄
じ

で
天
平

一
二
年
正
月
、
無
位
か
ら
従
四
位
下
に
叙
翁
鮒
）。
「管
（菅
力
）
原

王
」
「
玉
手
五
」
は
未
詳
。
一元

・
言
ｏ
と
関
連
す
る
か
。

（ｓ
ｅ
×
盆
髯
）
×
６
）
乙
電

Ξ
九
　

川
勢
王

（８
９
×
６
）
×
枷
む０驚

西
ｏ
　

□
原
王

〔
数岬
ヵ〕

西
一
　

金
守
部
β
人
　
　
金
守
部
小
君

百
一　
□
□
□
□
茨
田

酉
一　
□
秦
古
万
呂

西
四
　
養
徳

兵
衛
の
姓
か
。
と
参
照
。

金
守
□
日

（〕〕『
）
〉〈
（ド∞
）
〉〈∞
　αＯ∞
」

（
Ｓ

９

×

含

じ

×

中

転
記

」

令

９

×

含

９

×

ド

ら
ｏ
驚

Φ
〕
Ｘ

ド
Φ
×

∞

も
Φ
哨
」



ェＸ
　
　
　
一四
〓

釈

一四
六

一四
七

一四八

□
上
勝
部
豊
嶋

□
　
　
膳
廣
航
昌
日

・
回
六
拌

・
□
□

一冤
　
刑
部
□
□
□

口

Ξ
Ｏ

・
　

小
足

也

饂

剛

□

一〓一
　
口
鴎

忌
寸
日

一豊
　
ｏ
□
　
茨
田

（ｏ∞）
〉〈
（一ド）
〉〈〕
も〇”【　　　
覗

（ドい∞）
）〈
（ドド）
Ｘ
料　∝０”ヽ

』
０
０
」

（Ｅ
こ

×
６
）
ｘ
ゃ
３
驚

（瞼
も
Ｘ
一令
）
Ｘ
ω
ｓ
記
ヽ

貪
９

×
含
や
）
ｘ
い
ｃ
畠
【

Ｓ
０
０
」

」
醍
ド
腕
昌
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≡ 吾 勇 天 零 要 ≡ 吾 三

（Ｓ
）
ｘ
６
）
ｘ
〕
乙
驚

ら
０
も
ヽ

こ
０
０
ヽ

６
０
も
ヽ

α
Ｏ
る
Ｈ

Ｓ
Ｏ
も
Ｈ

Ｓ
Ｏ
も
Ｈ

・Ｓ
Ｏ
も
ヽ

も
〇
も
ヽ

Ｓ
も
も
ヽ



釈  文

一一奮一　　　　　前刊一一中中ヵ〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＳる」

冥
二
　
白
妥
郡
連
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
Ｒ

莫
四
　
矢
田
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛ミ

冥
〓
　
国
　
各
務
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ晨

笑
大
　
□
使
こ
こ
ッ
こ
　
　
　
　
　
藤
野
ミ
き
〓
ツ
」　
　
　
子
奈
女

勝粋
岸
工
球
一
４
一
↓イ
一　
　
　
　
　
　
桶ど
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ギ
豆
以
歩
ネ
　
　
　
　
　
（８
９
ｘ
Ｇ
じ
ｘ
∞
８
徴

安
性
名
下
の
点
は
一
一
番
目
を
長
く
は
ね
、
数
の
区
切
り
を
示
す
。
「藤
野
」
「加
毛
」
は
郡
名
に
み
ら
れ
、
あ
る
い
は
祭
女
か
。

一奄
と
同
類
。
四
辺
と
も
に
原
形
を
と
ど
め
ず
。

一奄
　
〔殴
辟
”ヽ・・ご
・ン

（貨
３
）
Ｘ
（博や
）
Ｘ
Ｏ
鶴０“
【

笑
八　
・
五
十
上
女
　
　
　
　
　
　
玉
虫

〔「ハ
，
〕

・　
□
上

Ｓ
８
）
ｘ
（薔
）
ｘ
Ｏ
ζ
驚
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日
□
□

〔君
ヵ
〕

口
□

（〕⇔
Φ
）
）〈
（い
ぃ
）
）本
ド〇
　
も〇
∞
Ц

署
ｏ
　

□

女

春
日
村
　

　

　

　

　

□

女

臨
酔

ば
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（吾

ｙ

Ｏ

赴

己
驚

天
平
腸
宝
二
年
東
大
寺
に
進
上
し
た
官
奴
婢
の
中
に
春
日
村
常
奴
婢
四
人
、
飽
浪
村
常
奴
輝
九
人
の
名
が
み
え
る
楡
壕
義
蔀
）。

春
日
村
は
大
和
国
添
上
郡
、
飽
波
村
は
大
和
国
平
群
郡
に
あ
り
。
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
春
日
離
宮
、
飽
波
官

（聖
徳
太
子
が
亮
じ

た
と
い
わ
れ
る
飽
波
葦
塔
宮
も
同
じ
か
諏
遊
局
）
の
所
在
地
。
両
村
の
常
奴
婢
は
、
こ
の
離
官
の
雑
役
に
従
事
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、

こ
の
木
衡
の
来
女
も
両
離
宮
の
輝
か
。
四
辺
原
形
を
と
ど
め
ず
。

（い０∞）
〉〈
（いい）
〉〈∞　αＯ∞」

τ
一
　

大
津
女

α
Ｏ
る
」

琶
一　

□
春
日
女

α
Ｏ
る
ゝ

琶
一　

員
濱
女

〔士
張
ヵ
〕

一名

Ｌ

歩

「
が

天
専

傘

脅

習

箋

譜

目

覇

」

・　
　
　
一回
　
　
　
　
　
旦
〔醜
が
比
等
等
ミ
流
刀
毛
意
夜
志
己
ミ
呂
曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ω、じ
×
（〕じ
ｘ
∞
も記
Ｈ

「天
平
十
八
年
九
月
四
日
交
易
紙
百
酔
酢
』
の
部
分
が
本
来
の
文
か
。
「味
」
「実
」
等
の
習
書
が
あ
る
。
万
葉
仮
名
は

「た
□
　
ｌｏ５

九

子
刀
自

口
回
虫



釈 文

し
人
と
と
る
と
も
お
や
し
心
ぞ
」
と
読
め
る
。
全
体
の
文
意
は
不
明
だ
が
、
「お
や
し
」
は
同
じ
の
意
。
「
お
や
し
」
の
用
例
は

「大

王
の
敷
き
ま
す
国
は
都
を
も
こ
こ
も
於
夜
自
と
心
に
は
思
ふ
も
の
か
ら
」
大
伴
家
持
越
中
時
代
の
歌

『
万
葉
集
』
四

一
五
四
な
ど

が
あ
る
。
左

・
右
久
。
図
版
の
配
列
は
左
右
逆
。

τ三　
・進
上
　
　
団
枕□□

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
～九
〕

・　
　
　
　
　
天
季
十
八
年
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏ露
ぐ
）溢

己
電

モ
大
　

醒

曲
が

一ハ
人
さ

一石
七
斗
人
別
四
斗
五
升
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（趣

巷

▼

∞
α霞

土
師
女
六
人

へ
の
米
の
支
給
文
書
。
人
別
四
斗
五
升
の
米
は
天
平

一
七
年
度
の
月
綬
請
求
文
書
命
齢
籍
こ
に
み
え
る
祭
女

・
官

人
の
月
根
支
給
額
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
米
は
土
師
女

へ
の
月
根
か
。
右
辺
の
み
原
形
。

モ
七
　

八
月
十
九
日
請
古
御
酒
〔匪

ポ
又
十
〔剛
評
駒
酌
ゴ
升
又
十
二
日
古
御
酒

脆
剛
閥

硼

爛

艶

騨
減

螺

謎

日
古
娼

弄

琵

上
回

　

∞ｏｏ×
置

昌

欠
損
部
は
多
い
が
、
ほ
ぼ
原
形
は
判
明
す
る
。
日
別
の

「古
御
酒
」
の
請
求
量
を
記
し
た
帳
簿
風
の
も
の
。
古
酒
は
天
平
元
年

隠
岐
国
正
税
帳
な
ど
に
み
え
、
新
酒
が
天
平
八
年
摂
津
国
正
税
帳
な
ど
か
ら
わ
か
る
か
ら
、
酒
に
新
古
の
別
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
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八       ハ       .ハ
三       二       ~

〔許
”〕

・酢岬一一一一紺錮

・
□
□

国
人
小
豆

□
□
口

申
留
日

〔・言騨コ〕

（一
ド
∞
）
Ｘ
申
！
Ｘ
卜

α
ｏ
」
も

（協
）
×
博
ｘ
ω
ぶＲ
ヽ

公
ヽ
）
Ｘ
（
ド
∞
）
×
Ｏ

ｓ
Ｏ
“
ヽ

公
ミ
）
Ｘ

（
い
０
）
Ｘ
ミ

む
０
∞
ゝ

（
番
ラ
Ｘ‐
（中
卜
）
χ
〕

む
ｏ
“
【

』
電

」

・０７

金  究
一丈

・
回
□
相
盛
物
四
日

・
日
□
　
十
支
日

「網
盛
物
」
は
二
種
以
上
の
も
の
の
盛
合
せ
の
意
か
。
死
一に
も
み
え
る
。

・
□
□
　
□

一
斗

〔
Ｅロ
ォ
〕

・
□
月
二
□

・瞬
一電
布
口

・
回
二
人
口
回

鈴
一
日



一Ｘ
　
　
　
一八
四

釈

一八
三

□
飽
口

□
伊
加
一印
剛

「伊
加
」
は

「烏
蹴
」
（イ
カ
）ｏ

一駐
醜
騨
口

□

一
斗
酒

一
斗

∩
―――
――Ｉ
Ｈ

天八　
□
□
醤
口
□
□
鯖．酢
Ⅳ

磐

（ヒ
ッ
ホ
）
は
も
ろ
み
の
よ
う
な
も
の
。
磐
鮒
鍮
熊
主
）の
ご
と
く
魚
を
讐
漬
に
し
た
も
の
か
。

昴
闇
ぴ
詭
〕

死
０
　
□
□
同
日

栗
前
□
□

£  灸

己 ｓｅ
ヽ
　
駆

Ｓ
Ｏ
ヽ
ヽ

軒
Ｓ
芍
」

転
０
芍
ｋ

転
０
も
ヽ
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突    窒    盗
九 九    九

□
□

一
合
　
　
令剛

□

一
斗
∩
倒
倒
留

一古
入
器
磁
二
日
伺
叫

□
奎
覗
〕醍
離
囃
〕

□

朝
夷
□
□
進
上
道
子

〔
一　
伽盛
ヵ
〕

九
月
廿
□

〔益旧
ヵ
〕

□
□
□
□

□
□

菖
□
□
□
　
　
〕県
依

〔敷

御
ヵ〕

・
□
□
□
□
　
□
□
日

〔
一ハ
　ロ
＝
ヵ
〕

・　
□
□
　
一日
日
日
日
□
　
□
□
□

飯
五
斗
　
塩

一
百
顆
用
物
貫
濱
女
板
野

転
〇
芍
ゝ

Ｇ
Ｏ
も
Ц

（隠
↓

×
６
９
×
∞
αΦ
驚

μ
Φ
『
×

∞
６
×

い

も
Ｏ
Ｈ
ｋ

（示
９
×
含
ｅ
×
０
もｏ
驚

（ド〕Φ）〉〈ド∞〉〈卜　も〇∞」　　　↓り



釈 文

「板
野
」
は
阿
波
国
板
野
郡
出
身
の
条
女
の
板
野
命
婦
の
こ
と
。
正
倉
院
文
書
に
散
見
し
、
天
平
勝
宝
四
年
八
月
に
出
家
（譲
一日
　

・・０

左
引
↓
。
天
平

一
七
年
正
月
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
粟
凡
直
若
子
は
同

一
人
か
鐙
鮒
）。　
飯

・
塩
を
板
野
命
婦
の
下
に
あ
る
真

浜
女
に
支
給
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
。
上

。
下
欠
。

一４
　
・
□
五
斗
日

・
□
　
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
云
じ
恙
ζ
驚

〔報獅
ヵ〕

死
八
　
布
枡
四
□

糸
五
斤
十
二
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（療
ｙ
Ｇ
）益
最
」

〔月

廿
ヵ〕
　

〔給
ヵ〕
　

〔砲
ヵ〕

死
九
　

回
□
□
四
日
□
出
責
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
γ
ｅ
）溢

量
ｋ

「黄
砲
」
は
衣
服
令
制
服
条
に
よ
る
と
無
位
の
着
す
る
も
の
。
右
辺
の
み
原
形
。

〔
以
ヵ〕

３
ｏ

・
二
蒲
蘭
染
　
□
御
被

一　
回
進
湊
田
□

十
六
日
敷
御
被
三

一　

　

　

　

　

一
御
□

（遇
じ
×
含
９
×
い
はｏ驚

は
そ
の
点
数
を
示
し
、
内
訳
と
し
て

「御
被
（覆

「驀
蒟
（え
び
ご

染
は
衣
服
令
服
色
条
に
よ
る
と
薄
い
紫
染
。
最
初
の

「二
」



衣
洋

一
点
が
あ
り
、
浅
田
某
が
こ
れ
を
進
上
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
か
。
裏
面
も
同
様
な
内
容
か
。

工皇

に
は

「十
七
日
」
「十
八
日
」
と
あ
り
内
容
上
も
関
連
資
料
で
あ
る
。
上
端
の
み
原
形
。

３
一　
□
□
□　
十
七
日〔剛
酌
馳
｝
十
八
旦〔酔
酔
酔
則
一

「橡
（
つ
る
ば
み
ご

は
紺
墨
色
染
。
上

・
左
欠
。

こ
一　
□
□
束
別
四
文
　
　
　
日

こ
・一　
□
六
支
　
各
十
六
支
充
　
黒
葛
直
六
十
文

Ｓ
四
・
ュ
豆
支
女
人
給

二〇
三
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ロ

□授
□竜
□
W

口

・　　　　　　　［日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ド頓］）
）〈
（∞）
）〈い　は〇∞ゝ

「
亘
豆
支
女
」
（て
つ
き
め
）は
手
香
女
で
、
国
を
つ
く
仕
事
に
従
事
し
た
女
か
。
そ
の
人
給
料
の
支
給
に
関
係
す
る
も
の
。

右
上
は
付
札
の
切
り
こ
み
部
が
欠
損
し
た
も
の
で
、

（い
ド）
）Λ
（ドω
）
）〈
］　も
〇』０

物
品
付
札
に
属
す
る
も
の
か
。
こ
九
に
同
文
あ
り
。
下

・
左
欠
。
　
　
　
　
　
Ш

「十
六
日
」
と
あ
る
が
、

（
Ｓ
ｅ

×
含
じ

×
、

恐
驚

（
く
じ

×
含
ｅ

ｘ
］
α
ｏ
驚

（
８

じ

×
６
）
ｘ
や

乙
驚



釈 文

二
〇
大

工〇
七

三
〇
八

工〇
九

三
ｏ

・
錦
部
小
濱
給
綿

・
十
屯
「潤
□
右
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドｏ受
】Ｎ逢
己
量

錦
部
姓
は
西
官
兵
衛
木
簡
に
も
み
え
る
全
Ｔ
を
Ｔ
宍
・
憂
Ｔ

〓
７

〓
５
。
綿
の
支
給
記
録
。
「潤
」
以
下
は
異
筆
。

工一一　
　
　
士買
約
」
“
他
性
・
一
〈
口
日日
□
日
］　
　
　
　
　
一行
れ
酬
常
一
〈
日
陣等
呼
四
希
［
甲
π
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜ヽ
じ
×
Ｏ
じ
×
伽
らｏも

「黄
御
戸
帷
」
は
斗
帳
。
御
斗
帳
は

『
廷
喜
内
匠
式
』
に
よ
る
と
、
高
八
尺

一
寸
、
方

一
丈
二
尺
二
寸
と
あ
る
。
「御
」
の
字
を

冠
し
、
天
皇

・
皇
后
等
の
使
用
に
供
す
る
も
の
か
。
「布
帷
」
は

「
カ
タ
ビ
ラ
」。
尚

「帷
帳
」
の
事
は
主
殿
寮
が
掌
る
（職
員
令
）。

縦
に
割

っ
て
、
燃
し
た
ら
し
く
、
下
端
が
焼
け
損
じ
て
い
る
。

〔
櫛川
ヵ
〕

合
伍
□

□
薪
十
斤
□
日

並
四
合
□
日

二

日
波

古

六
十
文
各

一
口

（Φ〕））〈
（０））〈Ｏ　ＳＯ∞」　　　”一

６

９

×

含

じ

×

や

は
ｏ
驚

貪

じ

×

含

９

×

ω

恐

驚

∞
頓
×

（
ド
〕
）
×

〕

α
Ｏ
』
』
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三
二　
・菰
七
十
二
日
は計抑軍醸師鋏計政幣城蝋徹奎
一夏

・
合
参
伯
重
拾
陸
支

「瓢
（
ヒ
サ
ゴ
ご
は
異
体
字
使
用
。
官
司
が
瓢
を
購
入
し
た
際
の
記
録
か
。

こ
一一　
皆
流
十
古
小
大
三
古

三
四

ｏ
蕎
料
縫
米
径

一
寸
二
分
　
「大
□
大
□
」

。
角
長

一
寸
五
分
　
厚
八
分
　
維
跡
浮
二
寸
六
分
一日
日

。
大
長
八
寸
六
分
　
中
径
五
寸
六
分
　
志
利
径
三
寸
二
分

。
「大
□
　
大
大
　
一日
日
Ｆ

廣
径

一
寸
三
分
二
未ド

Ｎ
ヽ
×

ド
〇

×

０

も
ｏ
」
Ｈ

一一一〓
二
一一（

四
面
に
昌
書
。
第

一
面
の
下
半
と
第
四
面

「大
」
の
習
書
の
ほ
か
は
、
製
作
者
の
覚
え
と
し
て
寸
法
を
記
し
た
も
の
か
。

□
四
斗
四
升

右
□
六
斗

〕
∞
卜
×

卜
０
×

Ｐ
Ｏ

も
〇
」
」

や
Ｐ
Φ
×

ヽ
］
×

時

も
Ｏ
ｋ
Ｈ

Ｐ
Φ
Φ
×

（
ミ
）
×
ゃ

ｓ
Ｏ
∞
ｋ

（ドωい）〉〈（Φ））〈Φ　も〇∝Ц　　　棟一



釈 文

三
七
　

日
原
□
日
三
斗
四
升

量
八
　

日

　

　

　

直
〔酢
ポ
十
二
唱
〕

量
九
　

二
月
【剛
，一

日
□
矢
□
□
回
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
口

三ｏ　
直
錢
九
百．醐
一

三
一　
曖
一一ぼ
”〕

≡
一　
□
物
六
□
　
□
口

喜
一　
藤
が
十
日

三
四　
Ｌ
堅

匹

空

萌
〕

三
重　
回
±
醜
″〕

直
七
日

含
無
）
ｘ
令
）
ｘ
ヽ
軒Ｒ
ヽ

（弩
じ
ｘ
Ｇ
）
ｘ
６
３
置

ぐ
駕
）
×
６
）
ｘ
ф
ぶ
記
」

Ｇ
ｅ
×
６
）
ｘ
〕
亀
離

（８
）
×
（９
ｘ
】
∬Ｒ
ヽ

徐
も
）
Ｘ
（ドω
）
×
ヽ
αＯ“ヽ

全
８
）
ｘ
（ｅ
ｘ
〕
３
驚

（い�Ｏ
）
×
（０
）
×
ｕ
』０
“
ヽ

含
馘
）
×
６
）
×
卜

島ヽ
【

114
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エ
二六

コ
ふ

　

駕
旧Π
　
コ

材
を
横
方
向
に
使
用
し
、
多
数
の
行
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
帳
簿
風
の
も
の
が
多
い
。

の
木
簡
は
絶
等
の
支
給
記
録
で
、
日
毎
に
書
き
つ
い
で
い
っ
た
も
の
か
。

三七　
・□
□
□
誌
□
　
□
叶
　
□
□

●
　

　

　

　

　

□

ニ
二八

二
二九

二
二
〇

二
一一一一　
・

コ祠匠

HIII
匡

「静匠 □ 誹

離 」 き 議
(せ椴翔)

叫 番 設

祗 □ 目

牌匡
コ

コ
m 匡

□ EI

EIコ

匠

謁将匡
〔音耐〕

|

丹匠

華蕗匠

コEEl斗

コ |

叢覇匡

コ器田諄H匠

コ十番H匠

コロ

コロ

（慧
じ
Ｘ
奮
む
）
×
頓
も⇔驚

二合

ま
で
は
同
類
。　
こ

（じ
×
含
『
じ
×
り
αｏ
驚

含
ｅ
×
含
馴
）
×
『
Ｂ
曽

（じ
×
含
Φ
じ
×
や
は
ｏ
驚

含
じ
×
６
導
）
×
や
ζ
驚



七

鵜
>□

ミ    ニ    ニ      ニ
大    ミ     四      ニ

コ魏匠 亜ヨ ロ  ‖匠

コ〉1匡  目  識  □

コロ肝  華

匠  口

釈 文

匡

I

I_

・
Ｅ
Ｅ
匠
□

□
埓

コ

ヽ
０
４
ゝ

含
ｕ
）
×
奮
』
）
Ｘ
ω
転鳥
ヽ
　

．

α
Ｏ
芍
ゝ

転
０
る
」

Ｓ
０
０
」

含
ｅ

ｘ
６
９

×
ω
３
驚

ヽ
〇
芍
【
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二四
一一　
　
碑

　
□

工四大
　
・
　

□
□

　
剛
□

　
離

・
繋
静
□

□

匡

二只
　

静
□

二四九
　
　
回

　
柾

　
　
――

一一工０
　
　
□

　
旺

　
一

三
一
　

□

導

日

二〓四
　
　
コ
　
酬

二〓大　　叫
　
一上
帥

転
や
る
」

（
μ
〕
）
Ｘ
（
いヽ
Ｎ
〉
Ｘ
い

Ｓヽ
∝
Ｈ

Ｓ
６
る
ヽ

Ｓ
Ｓ
る
」

α
０
０
」

は
〇
芍
ゝ

Ｓ
⇔
る
」

も
０
も
ヽ



工
〓
七

工
五
九

二
大
一

二六
四

二大
三

二大
七

工大
八

二七
〇

二七
二

二七
三

釈 文

離  EI 君 □  □ 当 講 訓  当 コ匠
〉,

コロ匠 □ 醇  川   □

□

華匠

も
〇
も
」

齢
〇
る
ｋ

も
〇る
」
　
　
　
的Ю

も
〇
も
ヽ

Ｓ
Ｏ
る
ヽ

Ｓ
０
０
ゝ



SK 820土壌 木簡257～ 286

八    八       八
大    =       四

二ｔ
四
　
　
口
訃

　
コ

毛
九
　
□
劇
摯
　
□

二八
〇
　
　
帥

夭
二　
・
筑
前
図
恰
土
郡
調
綿
萱
伯
屯
四
雨
養
老
七
年

・　
　
　
　
　
　
　
室
山

二
３
ま
で
の
調
綿
荷
札
の
裏
の
人
名
、
た
と
え
ば
こ
の

「室
山
」
は
そ
の
収
納
責
任
者
か
。

・
肥
後
國
盆
城
郡
調
綿
重
伯
屯
四
雨
養
老
七
年

〔Ｅ口
ヵ〕

・　
　
　
　
　
　
□
□
□

豊
前
國
宇
佐
郡
調
黒
綿
萱
伯
屯

四
雨
屯
耐
亀
四
年

〔ＨＨ匹
ヵ〕

・
□
前
國
榊
埓
□
□
綿
査
伯
屯
四
雨
耐
亀
二
年

・　
　
　
　
　
　
・＝

・

α
Ｏ
も
」

も
０
も
」

は
Φ
芍
ヽ

］
ω
頓
×

］
Ш
×

Ｏ

ｓ
Φ
』
Ц

〕
〕
ω
×

ω
頓
×

∞

Ｇ
Ｏ
』
ゝ

中
い
ヽ
×

〕
『
×

い

も
〇
』
」

〕
中
ミ
×

］
Ｏ
×

∞

α
Ｏ
』
」

　

１９



釈 文

夭
七
　

豊
前
園
仲
津
郡
調
短
綿
重
伯
屯
瓢
卸
一耳

「短
綿
」
は
未
詳
。
『延
喜
大
蔵
式
』
賜
客
例
条
（九
条
家
本
）に
は
「長
綿
」
が
み
え
る
。

景
八　
・
豊
前
國
下
毛
郡
調
綿
重
伯
屯
瓢
獅
□
□

〔
一．　ヵ〕

。　
　
国
人
□

夭
九　
・
□
郡
調
綿
萱
伯
屯

四
諏
警
一唯

・　
　
　
足
嶋
　
二

地
名

・
品
名
を
欠
い
て
も
、
木
質
か
ら
西
海
道
調
綿
荷
札
と
推
定
で
き
る
も
の
多
し
。

肥
前
國
日

□
四
評
碓
寧

〔御
ヵ
〕
（筑
後
）

。
□
□
井
郡
調
綿
重
伯
屯

〔口口
ヵ〕

・　
　
　
□
万
□
　
四

九    九

一    〇
九

〔四
ヵ
〕

□
雨養

老
七
年

（ド∞い））〈∞〇〉（い　も〇』Ц　　　輸一

（岸Ｎ
Ｆ）
）〈
やＮ
）〈
∞
　も〇』芍

（ド∞ω
）
×
ω
Ｏ
×
伽
αＯ
∞
Ｈ

（ヽ

Ｎ
）
×
中
伽
×
∞

α
Ｏ
』
も

（
ヽ
い
）
×
〕
卜
×
卜

も
〇
∞
」

（ドヽ
Ｎ
）
×
中Φ
×
伽
転
ｏ』
芍
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〔
話叫
〕

元
二　
・
肥
前
園
耐
埼
郡
調
綿
重
伯
屯
　
□
亀
二
年

〔組
は
ヵ
〕

□
子

元
四　
・
肥
前
雖
隣
酔
濯
調
綿
重
信
屯

四
諏
警

耳

・　
　
　
　
　
　
片
航
昌

・至

・面
酌
則

諜
評
郡
調
趣
日
日
日一四
雨
口

・
　
　
　
　
　
　
　
恵
二

元
大
　

豊
後
國
大
分
郡
調
綿
重
伯
屯
日

〔
倍旧
ヵ
〕

元
七　
・
□
調
綿
重
□
日

●　
　
□

元
八　
・
肥
後
國
恰
志
郡
調
綿
重
伯
屯

四
雨
養
老
七
年

・　
　
　
　
　
　
得
足

〕
や
ω

×

∞
ω
×

∞
．
は
〇
』
ｋ

中
ド
φ
×

ω
ド
×

伽

α
Ｏ
』
ゝ

（ド伽６
）
）〈
〕
Ｎ
〉〈
い
　
ら〇い
も

（ＰＮ卜
）
〉〈
〕卜
）〈
釦
　α
Ｏ
∞
」

（ヽ
∞
）
×
〕ヽ
×
枷
α
ｏ
∞
Ｈ

］ヽ
∞
〉〈ωＯ
〉〈Ｎ　ＳＯ』ゝ
　　　切一



釈 文

元
九
　

肥
後
園
葦
北
郡
正
調
締
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甍
▼
］伽溢
識
」

正
調
は
調
副
物
（成
年
男
子
が
調
の
ほ
か
に
調
に
そ
え
て
出
す
税
）
に
対
す
る
も
の
で
、
調
そ
の
も
の
を
さ
す
。

３
ｏ
　
肥
後
因
飽
田
郡
調
締
重
伯
屯
　
天
不
三
年
主
政
大
初
位
下
勅
十
二
等
建
部
君
駐
酌
ヵ〕

ω
ω
∞
×
∞
ミ
Ｘ
ド
ｏ

α
ｏ
』
」

他
の
調
綿
札
と
は
異
な
り
、
国
郡

・
調
綿
数
量

。
年
紀

・
収
納
責
任
者
（郡
司
）
を
表
に

一
行
に
書
く
。
定
部
姓
は
筑
前

・
豊
前

・
薩
摩
な
ど
西
海
道
に
も
広
く
分
布
し
、
肥
後
国
飽
田
郡
の
豪
族
建
都
公
（君
）
は
の
ち
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
大
蔵
卿
の
家
令

・

大
領
と
み
え

翁
琉
伸
難
難
即
籐
勤
年一翔
杵
一一一一月閉
申
、

）ヽ
　
輸
伽
師
地
論
巻
三
八
を
奉
写
し
た

「飽
田
郡
建
部
公
虫
床
呂
」
楡
韓
義
蔀
づ
、　
大

品
般
若
経
巻
四
〇

一
を
写
し
た

「建
部
君
足
国
」
縮
が
乳
ψ
も

一
族
で
あ
ろ
う

み
馳
紙
離
紅
朝
Ｖ
ｏ

二皇
　
・師
富

園
章
壮
郡
調
綿
萱
伯
屯

四
扇

養
老
七
年

〔苺麒
，
〕

・　
　
　
　
　
大
□

（μ∞
時
）
）〈
〕∞
〉〈
ω
　
齢
〇』
芍

３
ェ　
・
肥
後
園
託
廠
酌
評

綿
重
伯
屯

四
肩

養
≧
一〓

〔由ふヵ〕

・　
　
　
　
　
　
　
航
刀
□
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（埓
ｙ
］露
ぎ
昌
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勇 衰 尋
一一一〇
〓一

］
調
綿
重
一

］使

一

三〇四

〔四

］葦
□
□
□
唖
〕

〔桑
ヵ　
　
　
同
日

●
　
　
　
〕

□

二０
エ

・
肥
前
園
瀞
埓
郡
調
綿
重
伯
屯

瓢

貫
□
　
一

吾
大

。
□
郡
調
綿
重
伯
屯

硼
卸
軍

・

Ｈ

一

豊
前
園
宇
佐
郡
調
日

回
雨

回
象
二
日

□
七
年

（Ｏ
①
）
Ｘ
ゃ
Ｏ
Ｘ
頓

も
ｏ
“
憔

公
～
）
×
や中
×
卜
ｓＯ
“
ヽ

（
μ
Ｎ
や
）
Ｘ
ω
ド
Ｘ
Ｏ

ｓ
Ｏ
”
０

（
μ
（超
）
×
馘

Ｘ
卜
ぶ
０
』
０

（駕

）
ｘ
（
ぶ
）
×
頓

き
Ｈ

６
じ

ｘ
歳
】
×
ω

ｓ
⇔
驚

６
じ
ｘ
Ｎ
×
い
α鼠
Ｈ

123



釈 文

一言
・（醜
雖
酬ド
日
□
重
伯
屯
剛剛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・２４

・　
　
　
　
　
　
□
航
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ω∞＋
こ
溢
∞溢
己
驚

上
下
欠
の
二
つ
の
断
片
か
ら
な
る
。
木
質

・
巾

。
厚
さ

。
木
目
な
ど
が

一
致
す
る
の
で
、
中
間
都
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
も
と

一
つ
の
木
簡
と
推
定
。

三
一　

備
前
園
赤
坂
郡
周
通
郷
調
鍬
十
日
天
李
十
七
年
十
月
十
日

調
鍬
に
つ
い
て
は
総
説
四
一
頁
参
照
。

二
一二

・
聾

郷
ヵ）

・　
九
月
十
日

暑
一一　

三
上
郡
信
敷
郷
調
鍬
十
日

三
四
　
備
後
園
三
上
郡
調
鍬
重
拾
日
　
天
季
十
八
年

〔備

後
ヵ〕

三
〓
　

□
□
國
三
上
郡
調
鍬
日

や
０
や
×

］
〇
×

ヽ

も
〇
』
」

ぬ
∞
×

中
Φ
×

Φ

α
Ｏ
』
」

や
∞
ミ
×

Ｐ
Φ
×

ヽ

も
〇
』
』

］
頓
『
×

や
６
×

頓

転
〇
』
ｋ

は
０
も
」
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三
大
　
□
御
調
鍬
十
日
　
天
不
十
八
年
十
月

三
七
　

□
附
酌

Ⅳ

□
〔酌

ド

ロ
【酌

謂

鍬

十

日

天
苧
十
八
年
十
月

三
八　
・
」
酢
郎
軽
瑠
膨
翠
和
本
部
臣
牟
良
御
調
塩

・
」

酔

が

年

十

月

十

九

日

郷

長

和

本

部

安

倍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

Ｘ

〕露

ぎ

電

裏
面
に
調
塩
徴
税
責
任
者

「郷
長
和
容
部
安
倍
」
の
署
名
が
み
え
る
。
霊
亀
元
年
郷
里
制
施
行
に
伴
な
い
郷
の
下
に
里
が
設
け

ら
れ
、
里
に
は
里
正
が
お
か
れ
た
が
、
こ
の
時
期
に
郷
長
が
署
名
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
尾
張
国
智
多
郡

一

円
に
ワ
ニ
ベ
が
濃
密
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
平
城
官
出
土
木
簡
の
う
ち
智
多
郡
で
氏
姓
の
判
明
す

る
一一一ズ
・
二
死
≧
一こ

・
∽
〕
も
留
出
土
木
簡
（郎
塑
輛
韻
総
輔
錘
鋒
触
頓
評
り

の
四
例
は
す
べ
て
フ
エ
ベ
と
ワ
ニ
ベ
臣
で
あ
る
。
ま
た
、

天
平
六
年
尾
張
国
正
税
帳
に
よ
る
智
多
郡
の
少
領
は
和
容
都
臣
若
麻
呂
で
あ
る
侮
諮
紹
や
代二販
群
蛸
耐
第
墜
難
瑚
ど
）。
上
欠
。

〔策鮨
ヵ〕

三
九

・
尾
張
園
智
多
郡
番
費
郷
花
井
里
九
部
□
航
昌

・　
調
塩
三
斗
　
瀞
亀
四
年
　
　
十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤
×
ωマ
Ｆ
識
』

〔
上〈
ヵ
〕

三
ｏ

・
尾
張
園
智
多
郡
贄
代
郷
朝
倉
里
戸
主
和
本
部
色
□
智
調
塩
三
斗
　
天
季
一死
年
　
　
　
　
　
　
　
・２５

（ドΦＯ
）
×
嵩
×
０
もｏ∞
ｋ

（］『
ド）
〉〈
（いヽ
）
〉〈い
　は〇』
も



釈 文

一日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
‐‐日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω∞ω×
∞Ｎ〉《Ｏ　ＳＯ』中

三
一　
・
備
前
因
鬼
嶋
郡
三
家
郷

・
峠

斡

脚

林

賊

二

人

調

塩

二

斗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
ｏ
Ｎ
赴

∞
溢

ζ
毬

三
家
郷
は
白
拷
屯
倉
の
地

０
判
範
し
。
牛
守
部
山
守
部
が
み
え
る
の
は
、
律
令
制
時
代
に
も
引
き
続
い
て
、
牛
の
牧
や
猟
野
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う

Ｇ
動
伸
黙
鉾
麺
瑯
一柱等
一Ю
朋
較
茸
し
。
塩
二
斗
に
つ
い
て
は
総
説
四
五
頁
参
照
。

〔艦閉
〕

量
工　
・
□
前
図
見
嶋
郡
費
茂
郷

・
鴨
直
君
航
昌
調
塩
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ聟
∞伽溢
§
』

三
二

・
備
前
園
見
嶋
郡
費
茂
郷

・　
三
奴
連
乙
公
調
塩

一
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜り聟
μ聟
ｇ
目

一三
四
　
　
参

河
國

渥
美

郡
大
壁

醐
雛
幹

呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞ヽ
×
Ｎ
×
Φ
ζ
ヽ
ゝ

三
三
　
紀
伊
園
安
諦
郡
幡
胞
郷
戸
主
秦
人
小
航
昌
調
塩
三
斗
天
不
口
　
　
　
　
　
　
　
や８
×
中い溢
畿
』
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三         ニ    ニ

S    死  ズ
「天
平
」
の
下
は
削
り
と
ら
れ
る
。
「安
諦
」
は
阿
提

。
阿
畳
に
も
つ
く
る
。
大
同
元
年
、
平
城
天
皇
の
諄
が

「安
殿
」
の
た
め

「在
田
」
と
改
称
争
雲
移
郎
球Ｊ
。

三
大
　
周
防
國
大
嶋
郡
美
敢
郷
田
部
小
足
調
塩
二
斗
天
不
十
七
気
Ｈ
回
　
　
　
　
　
　
ゃゃ『溢
ド溢
乙
鷺

「天
平
十
七
年
」
よ
り
下
は
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。
『
和
名
抄
』
の
美
敷
郷
は
こ
の
木
簡
以
下
の
三
例
に
よ
れ
ば
、
あ
る
い
は
美

敢
郷
の
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。

量
ｔ
　
周
防
國
大
嶋
郡
美
敢
郷
九
海
阿
耶
男
御
調
塩
二
斗

日
日
日
一　
　
天
不
十
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃいい×ゃり溢
識
ヽ

使
用
ず
み
木
簡
を
削
り
、
再
使
用
し
た
も
の
ら
し
く
、
一異
面
に
は
削
り
残
り
か
と
思
え
る
墨
痕
が
あ
る
。

周
防
園
大
嶋
郡
美
敢
郷
九
海
直
薩
山
御
調
尻
塩

・
周
防
園
吉
敷
郡
耐
埓
郷
戸
主
阿
曇
五
百
万
昌
日
同
部

・
□
航
呂
進
上
調
塩

一
斗
天
不
十
七
年
九
月
八
日

〔↓
イ
ヵ〕

・
讃
岐
國
阿
野
郡
日
下
部
大
万
昌
三
□

い
０
『
×

い
∞
×

卜

』
Φ
』
ｋ

や
Φ
Ｏ
×
〕
ド
Ｘ
ω

鶴
ｏ
』
嗚



釈 文

・　
　
　
　
四
年
調
塩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦω
赴
Ｎ
益

乙
鷺
　
２８

調
札
で
郷
宅
の
な
い
唯

一
の
例
。

三
一　
・
若
狡
國
遠
敷
郡
玉
置
郷
田
井
里
三
徹
誡
鯛
敢
斗

・　
　
　
　
　
耐
亀
四
年
潤
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕中聟
∞算
ｇ
目

曇
一　

若
狡
國
三
方
郡
竹
田
期
助
紳
縄
鮒
細
郵
田
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ｙ
］や恙
§
ヽ

〔顆
ヵ
〕

塩
を
顆
と
す
る
単
位
は
正
倉
院
文
書
に
散
見
す
る
が
、　
一
定
の
斗
量
を
示
さ
な
い
盆

顆
＝
五
斗
。
二
升
三
合
。
一
升
五
合
な
ど
）。

し
か
し
天
暦
四
年
の

「東
大
寺
封
戸
荘
園
斉
寺
用
帳
」
に
は
若
狭
国
の
調
塩
の
果
を
三
升
入
と
し
て
い
る
（坪
菫
較
七
）。
下
欠
。

言
・　
鰺
印
駒
酔
酔
刷
謂
釧
坦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
巷
ジ
ｏも電

吾西
・（醜
酢
海
部
郡
可
太
郷
炉雄鮪郵掴□□□□

・　
　
天
苧
日
日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（遥
）赴
ｏ溢
己
毬

上
半
を
両
側
か
ら
削
り
尖
ら
せ
た
の
は
、
調
札
廃
棄
後
の
加
工
。
可
太
郷
の
潜
女
は
著
名
（絨
難
胡
舛
雑
υ
。
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三〒
詭
騨
飾
叩
需

ぷ

彎

翻

騨

里
鋼

翻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μも
ｘ
選

量

二
縦
國
安
房
郡
白
濱
郷
戸
主
日
下
部
床
万
呂
戸
白
勇
部
嶋
輪
綾
調
陸
斤
彩
幹
難
七
年
十
月

∞
〇
ヽ
×
〕
卜
×
卜

も
〇
』
ゝ

三
八
　

上
絶
朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
田
部
小
君
戸
日
矢
作
郡
林
調
綾
六
斤
刑
佃
岨
七
年
十
月

ヽ
〇
ド
Ｘ
ω
ω
×
ヽ

も
〇
転
」

詈
瓦
皇
一目
も
同

一
人
の
貢
進
（総
説
四
七
頁
参
照
）。
朝
夷
郡
は
養
老
二
年
、
平
群

。
安
房

。
長
狭
の
三
郡
と
共
に
上
総
国
か
ら

分
割
さ
れ
安
房
国
と
な
り
、
天
平

一
三
年
両
国
は
合
併
し
再
び
上
総
国
に
属
し
た
。
そ
の
後
天
平
宝
宇
元
年
両
国
は
ま
た
分
立
。

三
九
　

朝

夷

郡
健

田
郷

戸
主

額

田
部

小

君
戸

日
矢
作

部
林

調

腹

六
斤

�
翻
報

七
年
十
月
　

∞∞〕
×
ゃ∞
溢

昌

」

吾
０
　
矢
作
部
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドド受
〕ぃ溢
畿
』

〔郷

戸

主
力
〕
〔
刀

部
ヵ
〕

岳
一　
・
駿
河
國
有
度
郡
嘗
見
□
□
□
有
□
□
忍
万
呂
戸
有
刀
部
古
万
呂
調
堅
魚
十

一
斤
十
而
　
　
　
１２９

三    ニ
七    大



釈 文

・　
　
　
　
　
　
一日
――
□
□
□
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω『ω溢
聟
〕ｇ
昌
　
・３０

吾
工　
・
伊
豆
國
費
☆
糾
三
嶋
郷
戸
主
占
部
久
須
理
戸
占
部
廣
庭
調
危
堅
魚
拾
萱
斤

・
ふ裕
雨
中
　
　
員
十
連
三
節
　
　
　
　
　
　
　
　
天
季
十
八
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞謡
×
埓
×
い
ζ
監

「十
連
三
節
」
の

「十
」
に
は
補
筆
が
あ
り
、
響
ご

も

「
二
」
を
加
筆
訂
正
。
三
島
郷
は
伊
豆
諸
島
か
鶏
期
練
節
誤
Ｊ
。
伊
豆
の

占
部
は
賀
茂
郡
に
あ
っ
た
三
島
神
社
の
祭
祀
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
壱
岐
、
対
馬
の
そ
れ
ら
と
と
も
に
亀
卜
に
長
じ
、

選
ば
れ
て
官
廷
の
祭
祀
に
出
仕
し
た
（郁
透
撃
酵
籐
錯
警
鞘
禁
薄
、）。

吾
二　
・
越
前
園
丹
生
郡
曾
博
郷
戸
主
牟
儀
都
百
足
戸
回
同
廣
足
調
波
奈
佐
久

ｉ酔
ヵ〕

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
十
七
年
四
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
∞μ］巡
ω溢
ζ
驚

一茜
四　
　
士心
陸
編
鸞
央
直
爺
Ｔ
紬
鉄
所
卿
願
騨
鰈
鞘
脚
嘲
ウ
牌
”
御

九〔
同

脚
騨
脚
御
調

「耽
羅
」
は
現
在
の
済
州
島
。
『
延
喜
主
計
式
』
で
は
肥
後
国
か
ら
耽
羅
腹
を
貢
進
さ
せ
て
い
る
が
、

を
綾
に
冠
す
る
例
に
安
房

。
阿
波

・
出
雲

・
隠
岐

・
佐
渡

・
筑
紫

・
長
岡
等
が
あ
る
。

昌
三
　
　
Ш
綱

手
　
調
軽
九
堅

穐
〔十

ご
片

斗
称
”
一
韓

年
九
〔則

〕

］
∞
∞
×

∞
∞
×

ヽ

も
〇
ヽ
』

こ
の
ほ
か
に
個
有
の
地
名

（騨Ｏ
Ｏ
）
）〈
（〕∞
）
〉〈
ω　
α
Ｏい
る
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岳
六

・
玉
置
澤
家
三
家
人
黒
万
呂
御
調
三
斗

・　
　
天
不
四
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐω∞×
〕賀
ぎ
昌

若
狭
国
遠
敷
郡
に
玉
置
郷
が
あ
り
（郎
も
、
こ
こ
に
駅
家
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
延
喜
式
』
『
高
山
寺
本
和
名
抄
』
は
こ
の
郡

の
駅
と
し
て
濃
飯
駅

全
暑
の
野
郷
と
同
じ
）
を
あ
げ
る
。
天
平
勝
宝
四
年
玉
置
郷

（五
〇
一こ

は
東
大
寺
の
話
戸
と
し
て
施
入
さ
れ
た

か
ら
、
こ
れ
以
後
当
郡
の
駅
は
野
郷
に
移
さ
れ
た
も
の
か
（雲
釜
曖
』）。
な
お
若
狭
国
の
本
衡
に
は
三
家
人
姓
が
多
い
〔
略
輯
舛
∪
。

駅
家
に
編
付
さ
れ
た
駅
戸
は
得
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
が
調
は
負
担
し
た
。

岳
七

・
若
狡
國
遠
敷
郡

劉
潮
郊
即
亜
一耳

・　　　　　　　　　　　　　ユ刊和口Ｈ却　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＮΦ
〉〈〕Φ
）〈ヽ
　も〇』」

貢
進
物
は
塩
か
。
「野
郷
」
は

『
和
名
抄
』
に
野
里
郷
と
あ
る
が
、
伴
信
友
は

「里
」
は

「伊
」
の
誤
写
と
す
る
（翠
締
嬢
陸
等
酔
）。

〔繋腺
ヵ〕

岳
八

・
□
岐
園
山
田
郡
海
郷
同
日
日
日
日
一

〔調

塩

一
日

・
葛
本
部
龍
航
昌
□
□
□
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞〕赴
ｏ溢
乙
監

（μΦΦ）〉〈中∞
〉〈ω　も〇∞ヽ
　　　悧“

四
九

壇§

酔3

尭I□
目屎
男邑
海

盆興
□仁
天
今
十
七

「
千



釈 文

調
海
松
の
付
札
。
隠
岐
国
正
税
帳
俗
鱗
簿
し
に
隠
地
郡
を
役
道
郡
に
つ
く
る
。
上

。
下
欠
。

〔添中
〕

□
千
航
呂
調
危
堅
魚
萱
国
日

〔
皓狐
ヵ〕

□
□
調
□
二
顆

□
堅
魚
日

〔
名思
ヵ
〕

所
□
堅
□
口

幽剛田剛
□
堅
魚
日

堅
魚

量
六
・
参
河
図
賞
鋲
郡
篠
束
郷
中
男
作
物
小
擬
六
斤

・　
　
　
　
　
　
　
天
季
十
八
年
九
月
十
日

「小
擬
」
は

「小
凝
菜

（イ
ギ
ス
ご

か
鶏
講
じ
。

「中
男
作
物
」
は
総
説
四
九
頁
参
照
。

ヨ 三

〇
工    =
=   

四 =

（Φ
四）
×
∞Ｏ
Ｘ
∞
αΦ∞
Ｈ

（∞『
）
×
騨『
×
ヽ
齢〇∞
】

（∞卜
）
〉〈〕ω
×
卜
　もｏ』芍

転
〇
る
」

α
Ｏ
も
ヽ

６
０
芍
Ｈ

いも

∞
×

∞
い
Ｘ

⇔

Ｇ
ｏ
『
』
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三
七　
・
越
中
園
羽
咋
郡
中
男
作
物
鯖
重
伯
隻

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十八
ポ十
二刊
百〈
舟平
工排
熱
蜘

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃΦｏ
×
∞Ｎ
×
６
６０”」

羽
咋
郡
は
養
老
二
年
二
月
、
能
登

・
鳳
至

・
珠
州
の
三
郡
と
と
も
に
越
前
国
か
ら
割
か
れ
て
能
登
国
に
属
す
。
天
平

一
三
年

一

二
月
か
ら
天
平
宝
字
元
年
五
月
ま
で
、
能
登
国
は
越
中
国
に
併
合
、
以
後
ま
た
能
登
国
に
復
す
鐙
酬
）。

『
延
喜
主
計

・
内
膳
式
』

に
よ
る
と
、
鯖
は
能
登
国
か
ら
中
男
作
物
と
し
て
貢
進
さ
れ
、
特
に

「能
登
鯖
」
と
よ
び
供
御
月
料
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

〔十
ヵ
〕

量
八

・
遠
江
國
山
名
郡
進
上
中
男
作
物
堅
魚
十
斤
天
李
十
七
年
□
月
　
　
　
　
　
　
　
（誤
）×
〕ミ溢
識
る

量
九
　

鮮
酢
長
下
郡
中
男
進
堅
〔醜
昨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
ｘ
淫
益
驚
」

兵
ｏ

・
伯
者
園
汗
入
郡
尺
刀
郷
中
男
作
物
謄

一
斗

・　
　
天
李
十
七
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰΦダ
〕Φ逢
己
数

長
一
　

伊
豫
園
風
早
郡
中
男
作
物
書
鯖
葦
伯
隻
載
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦド×
〕ｏ滋
畿
ゝ

〔男

作

物

堅

魚
ヵ〕

三査
　
・
□
郷
中
□
□
□
□
日

・
　

天

不

十

七

年

十

月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
岸
Ｓ

Ａ

Ｓ

造

乙
驚
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釈 文

曇
・一　
参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
六
月
料
御
贄
佐
米
楚
口
　
　
　
　
　
　
　
　
（鶴
ゞ
∞受
ξ
電
　
・３４

「析
島
」
は
現
在
の
愛
知
県
循
豆
郡
の
佐
久
島
。
以
下
元
七
ま
で
は
参
河
国
の
御
贄
に
関
す
る

一
連
の
資
料
。
い
ず
れ
も
天
平

末
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
佐
久
島
、
篠
島
の
海
部
は
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
は
な
か
っ
た
も
の
。
「御
贄
楚
割
」
に
つ
い
て
は
総

説
五
四
頁
参
照
。
下
欠
。

長
四
　

参
河
園
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
正
月
料
御
贄
参
籠
ｋ
捌
赫
鯨
　
　
　
　
　
　
　
∞卜聟
ωダ
ｇ
目

「赤
魚
」
未
詳
。
こ
れ
と
兵
五
は
他
の
例
と
異
な
り

「参
籠
」
盆

籠
＝
六
斤
）
の
付
札
。

長
三
　
参
河
園
搭
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
参
籠
逆
佐
米
　
　
　
　
　
　
　
　
ω∞∞×∞μ逢
乙
ミ

曇
（　
参
河
園
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
五
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
口
斤
　
　
　
　
　
　
やφミ×］ω溢
鵞
”

長
七　
・
参
河
因
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
五
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

・
参
河
園
搭
豆
郡
篠
嶋
海
供
奉
五
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤
　
　
　
　
　
　
　
］９露
８
為
識
』

一
面
が

「篠
島
海
部
」、
他
面
が

「篠
島
海
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
に

「部
」
を
加
え
て
書
き
改
め
た
か
。

長
八
　

参
河
園
搭
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤
　
　
　
　
　
　
］Φ『赴
伽溢
乙
監



七 七
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二     三     ニ     ニ

t    t    t    t
大     三     四     ニ

兵
九
　
□
参
河
國
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
五
月
料
佐
米
楚
割
六
斤

冒
頭
の
墨
痕
は
書
き
損
じ
で
、
播
の
手
偏
か
。

参
河
園
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

「供
奉
」
以
下
は
異
筆
か
。
削
っ
て
書
き
改
め
た
ら
し
い
。

〔斤
ヵ〕

参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
六
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
□

参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
日
日
日
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

一日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
旧
一月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

〔採
瑾
ヵ
〕

□
豆
郡
析
□
日

〔
＞化
ヵ〕

参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
□
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

参
河
國
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
口

中
Φ
ミ
×

ド
Φ
×

∞

転
〇
ヽ
Ｈ

Ю
∞
卜
×

μ
Ｎ
×

〕

α
Ｏ
ゝ
Ｈ

〕
∞
ω
Ｘ

Ｐ
Ｎ
×

⇔

Ｇ
Ｏ
』
ゝ

〕
頓
〇
×

μ
ω
×

∞

ｓ
⇔
』
ゝ

〕
∞
ド
×

中
ド
×

ヽ

も
〇
』
』

（中∞Ｎ
）
）〈
］〇
〉（い　も〇』芍

］
ｕ
∞
×

中
ω
×

ω

α
ｏ
』
」

（ぷ
じ
×
謡
×
ミ
ζ
も

　

・３５



釈 文

三     ニ     ニ     ニ     ニ     ニ     ニ     ミ     ニ     ミ
八     八     八     八     八     八     八     七     七     七
大     三     四     ニ     ニ     ー     〇     九     八     七

□
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤〔月

料
御
贄
佐
ヵ〕

参
河
國
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
五
□
□
□
□
□
日

□
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

〔素↑
ヵ〕

□
□
潤
九
月
料
御
贄
宇
波
加
楚
割
六
斤

□
嶋
海
部
【酔
酢
Ⅳ
日
日
日
贄
佐
〔酔
Ⅳ

参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
口

〔雌
徊
ヵ〕

□
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
二
月
□
日

〔海
ヵ〕
　

　

〔
五

月
ヵ〕

□
□
部
供
奉
□
□
日

参
河
因
播
豆
日

参
河
國
播
豆
郡
篠
日

含
駕
）×
Ｓ
×
〕
もｏ亀
　
鶴

（］やり
）
〉〈
（ドド）
）〈
ω
　も〇』芍

（やい〕）
）〈
（ド『
）
）〈
〕　αＯ”
Ｈ

（い『時
）
）〈
や
ド
）〈
９
　６０』も

（ドＮ卜
）
）〈
μ頓
）〈
ω
　αＯ∝
ヽ

（ド０枷
）
）〈
（Ｐい
）
）〈
『　も〇』も

（ズ
ち
）
Ｘ
〕ｏ
Ｘ
ω
αｏ∞
」

も
〇
も
К

（黛
じ
×
６
）
Ｘ
卜
も記
ゝ

（∞釦）
）〈
〕〇
〉〈ω　α⇔』る



〔篠

嶋
ヵ〕

参
河
図
播
豆
郡
□
□
口

参
河
園
播
豆
郡
析
嶋
海
部
日

〔件麻
ヵ〕

□
國
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
□
奉
日

参
河
國
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
口

参
河
國
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
日

鰺
印
帥
剛
臣
Ｆ
日
日
日
路
畔Ⅳ

」
帥
剛
征
贄
須
須
岐
楚
割
六
斤

「須
須
岐
」
は
鑢
＝
ス
ズ
キ
（餌
υ
。

□
七
月
料
□
□
殴
粁
楚
割
六
日

（Ｒ
）
×
８
×
”
乙
亀

（い伽頓
）
）〈
］『
）〈
『
　も⇔』る

（ド頓ω
）
〉〈
（Ｐ卜
）
）〈
枷
　αＯ』芍

（ドヽ
卜
）
〉〈
〕〇
〉〈ω　転〇』芍

（ド∞Φ
）
×
淫
×
頓
αｏ』
芍

（ド∞〇
）
）〈
いい
〉〈
〕
　αＯ』０

（い〕『
）
）ハ
（いい）
）〈
∞　転〇』芍

（ド中０
）
）〈
（ＰＯ
）
）〈
時
　も〇』ｏ

（Ｐ∞騨））^
（『））〈ヽ
　もｏ∝」　　　曹コ
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憂  暑 塁 塁 塁 愚 易 ス 辱

参
河
國
播
豆
郡
【酢
ぽ
丘
酌
Ⅳ
日
日



釈 文

元
大
　
□
國
播
日
日
日
一嶋
海
部
供
奉
六
日

元
七
　
参
河
園
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
日

元
八　
ｏ
備
前
園
水
母
別
貢
　
御
贄
式
斗

・　
　
　
　
天
不
十
八
年
九
月
十
五
日

『
延
喜
宮
内
式
』
に
諸
国
例
貢
御
贄
と
し
て
、
備
前
国
の
水
母
（
ク
ラ
グ
）を
あ
げ
る
。

元
九　
。
若
狭
園
遠
敷
郡
努
処
鰤
畿
蝙

・　
秦
人
大
山

「多
比
鮮
」
は
鯛
ず
し
。
単
位
を
表
わ
す
「婦
」
は
土
器
か
。

８
ｏ
　

下
総
園
海
上
郡
酢
水
浦
若
海
藻
　
御
贄
太
伍
斤
中

「五
斤
」
の
上
の

「太
」
は
大
斤
の
意
。
「中
」
は
品
質
の
等
級
か
。

８
一
　

長
門
園
豊
浦
郡
都
濃
嶋
所
出
繹
海
藻
天
牟
十
八
径
一万
十
九
日

（μ〕や）〉〈μ∞〉〈ω　転〇∞ヽ
　　　ヽ
蛭

（ド〕Ｏ
）
）〈
ＰＯ
）〈
卜
　は〇『も

ド
ト
ヽ

×

〕
∞
×

ω

Ｇ
Ｏ
』
』

〕
Ｎ
ω
来

∞
６
×

『

転
〇
』
ゝ

ド
ω
Ｏ

×

い
０
×

伽

α
Ｏ
』
Ｈ

囀
〇
〕
×

〕
ぬ
×

Ｏ

ｓ
Ｏ
』
』



SK 820土境 木簡396～408

「標
海
藻
」
は
ワ
カ
メ
。

響
一　
常
陸
図
邦
賀
郡
須
□
埓
所
と
若
海
藻

彗
一一　
阿
波
図
進
上
御
贄
若
海
藻
重
籠
板
野
郡
牟
屋
海

上
下
に
結
び
紐
の
葛
が
残
存
。
「牟
屋
海
」
は
牟
屋
（撫
養
）
の
海
部
か
。

召
四
　
武
戒
國
男
塞
郡
餘
戸
里
大
贄
攻

一
斗
天
季
十
八
年
十

一
月

「政
（ク
キ
ご
は
納
豆
の
類
。
「大
贄
」
と
表
記
す
る
も
の
は
、
ほ
か
に
召
重
。Ｂ
六
・里
一が
あ
る
。

８
三
　
武
威
園
男
宴
郡
川
面
郷
大
贄

一
斗
鮒
背
割
天
季
十
八
年
十

一
月

四冥
　
・
武
威
國
秩
父
郡
大
贄
攻

一
斗

・　
　
天
李
十
七
年
日

８
七
　
出
雲
國
若
海
藻
　
御
贄

８
八　
醒
♂
纏
概
且
ハ郷
伊
祗
須

〕
〕
Ｐ
Ｘ

〕
∞
Ｘ

∞

ｓ
ｏ
』
」

ド
Φ
Ｏ

Ｘ

ド
Φ
×

６

６
ｏ
』
Ц

ド
∞
〇

×

］
卜

×

⇔

も
〇
』
嗚

騨
０
ド
Ｘ

Ｐ
∞
×

い

も
⇔
”
』

μ
卜
伽
×

中
μ
×

∞

も
〇
』
』

ド
ω
Ｏ
×

〕
い
×

∞

α
Ｏ
”
Ｈ

Ｐ
Ｓ

×
淫

×
頓
も
宝

ヽ
　

３９



釈 文

「伊
祗
須
（イ
ギ
ス
ご

は
海
藻
。
上
方
に
小
孔
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４０

〔但
〕
　
　
　
　
〔般
ヵ〕

８
九
　
□
馬
國
第
二
□
進
上
若
海
藻
　
　
御
贄

一
籠
　
天
不
十
九
年
二
月
十
八
日
ｅ
∞ゞ

ｅ
）溢
識
る

「第
三
般
」
は
但
馬
国
の
当
年
度
第
三
回
日
の
御
贄
の
進
上
を
示
す
も
の
か
。
次
の
皇
ｏ
は
記
載
内
容
類
似
し
、
同
筆
と
思
わ

れ
、
関
連
あ
る
か
。
下

・
左
欠
。

〔般

進

上
ヵ〕

□
□
□
□
□
海
藻
　
御
贄

一
籠

（出
じ
ｘ
含
じ
ｘ
∞
αｏ驚

（い０⇔
）
）〈
μミ
）〈
∞
　αＯ』も

四

四

四 四 四 四

〇

常
陸
園
鹿
嶋
郡
播
航
郷
大
贄
日

〔耐〕
ヵ〕

□
波
園
那
費
郡
林
郷
白
米
五
斗

□
俵

「白
米
」
は
総
説
五
七
頁
参
照
。
上

。
下
欠
。

白
米
五
斗

□
足

一
石

（ド９０
）
）〈
い０
〉〈
Ｏ　ＳＯ∝
」

い
ヽ
∞
×

Ｈ
ミ
×

ω

も
ｏ
』
嗚

（ドミ∞
）
）〈
ＰΦ
）〈ヽ
　もΦ』る
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里
三
　

日
五
斗

（ヽ
Φ
）
×
ド『
×
い
は〇蝋芍

里
末

・
□
郷
進
上
奔
五
斗

・
□
部
得
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
誓
ぃ受
ぎ
電

「進
上
麦
」
は
紀
伊
国

・
和
泉
監
な
ど
の
正
税
帳
に
散
見
す
る
「交
易
進
上
小
麦
」、
「交
易
麦
」
を
さ
す
か
〔
溶
靖
■
引
響
。
『
延

喜
民
部
式
』
で
は
麦
は
交
易
雑
物
の
一
つ
。
上
欠
。

里
七

・
備
中
國
賀
夜
郡
阿
宗
里
白
米
五

・
斗
　
天
苧
十
九
年
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μＯ受
Ю受
霞
目

里
八
　

伊
典
國
耐
野
郡
繹
家
Ｔ
陸
脚
″
志
白
米
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
×
∞い溢
§
」

裏
面
に

「斗
」
以
下
が
あ
っ
た
も
の
を
削
り
と
っ
た
た
め
か
、
現
状
で
は
文
字
が
な
い
。
神
野
郡
は
大
同
四
年
九
月
乙
巳
に
新

居
郡
と
改
称
命
隣
）、
新
居
駅
が
あ
る
絵
離
づ
。

里
九

・
阿
波
図
板
野
郡
井
隈
戸
主
波
多
部
足
人
戸

・　
秦
人
豊
日
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
いｏ∞×
遇
ｈ
曇

　ゝ
望



釈 文

里
ｏ
　
日
日
日
日
四
□
励
昌
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
Ｘ
∞ド溢
§
」

四
〓　
・
近
江
國
高
嶋
木
津
道
守
〔靡
Ｆ
万
昌

写
一　
備
前
園
藤
野
郡
」
酬
酌
ぽ
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ｘ
や∞ヽ

§
ヽ

養
老
五
年
四
月
丙
申
、
邑
久

。
赤
坂
二
郡
の
郷
を
さ
い
て
藤
原
郡
と
し
、
神
亀
三
年

一
一
月
己
亥
こ
れ
を
藤
野
郡
と
改
名
、
さ

ら
に
神
護
景
雲
三
年
六
月
乙
丑
、
和
気
郡
と
改
め
た
。

響

一
　

弱

畑

孵

駒

交

易

大

パ

五
〔酔
ヵ〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐミｏ
×
やミ
溢

§

』

聖
四
　

勇
一端
荘
秀
美
郷
中
村
里

別
謝
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏド×
ドヽ溢

§
ヽ

塩
の
貢
進
札
か
。
〓
〓
と
文

・
筆
跡
共
に
一
致
。
同

一
貢
進
物
に
札
を
二
枚
つ
け
た
も
の
か
（総
説
四
七
頁
参
照
）。
弥
美
郷
の
別

（君
）氏
は
古
事
記
（開
化
）
の
ム
ロ
ヒ
コ
王
を
祖
と
す
る
「若
狭
之
耳
別
」
で
あ
る
。

里
〓
　

三
方

郡
弥
美

郷

中
村

里

別
努
承
人
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

薔
や
×
ヽ
Ｐ
溢

畿

ゝ

142
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四        四    四

ニ        ー    〇
里
大　
・
参
河
園
額
田
郡
新
木
郷
九
部
五
月

上
＝

＝

一

里
七

・
阿
波
國
板
野
郡
井
隈
郷
日

・
戸
主
海
部
馬
長
戸
同
部
日

里
八
　
紀
伊
國
海
部
郡
可
太
郷
戸
主
海
部
老
人
口

〔鳴

郡
ヵＸ
部
ヵ〕

里
九
　
美
作
國
藁
□
□
健
□
郷
日

伊
豆
園
田
方
郡
乗
妾
郷
戸
主
醸
一Ⅳ
日
日
日
□
．酔
犀
口

・
□
郡
同
日
一津
期
□
□
□
□
□
小
□
期
□
日

〔
貢ハ
ヵ〕

天
千
十
□
年
十

一
月

・
阿
波
園
板
野
郡
田
上
郷
進
国

上
日
――
□
部
子
奈
西

�
μ
ミ
×

〕
∞
×

釦

も
〇
蝋
Ｈ

干
∞
ド
×

Φ
×

頓

α
ｏ
∞
К

（で
Ｓ
）
×
］
ド
×
ω
もｏヽ
も

（ド伽〇
）
）〈
囀頓
〉〈卜　はΦ』も

（ドΦＯ
）
）〈
∞〇
〉〈０　も〇』も

（ド０
ド）
）〈
中∞
〉（ω　鶴Φ』も

（ドド『）〉〈ド∞〉〈∞　も〇』も　　　”『



四     四     四
四     二     三
0    九     八

釈 文

四     四     閣

=   
四     ニ

□
間
里
九
部
石
寸

□
郷
戸
主

断
が
図
牟
婁
郡
牟
婁
―‐

日

一□
皿
――

――

動

細
拙

衛

月

「呆
」
は
顆
。
輸
貢
物
は
塩
か
。

〔智
ヵ〕

堅
大
　

尾
張
國
□
日

筒
防
図
）

〔
郡

美

敢
ヵ
〕

堅
七　
・
□
國
大
嶋
□
□
□
期
日

天
干
十
七
年
口

伊
豆
函
賀
茂
郡
□
日
郷
戸
主
□
□
一日
日

讃
日

〔器削
ヵ
〕

備
日

（ドドヽ
）〉〈ド∞〉〈ヽ
　も〇鯨も　　　“理

（μＯ
ド）
）〈
中
ド
）〈
ω
　も〇転も

や
中
ド
×
〕
∞
×
６

５
０
』
”

（中〇∞
）
Ｘ
ヽ
い
×
『
ら０』
０

〕
〇
ヽ
×

〕
０
×

０

も
ｏ
蝋
蝋

（ド∞ミ
）
）〈
中Φ
〉（り　も〇』も

（ヽ
い）
）〈
（〕∞
）
〉〈
（∞
）　
は〇』芍

６

９

×

含

じ

×

μ

も
ｏ
憲



四

四

・
縣
若
虫

・
　
二
月
日

回
國
射
水
郡
日
日

里
剛
國
ヵ
〕
　

〔郡
ヵ
〕

備
□
□
日
日
一□
□
上
郷
戸
主
海
部
三
□
戸
ロ

〔蜘
副
ヵ
〕
〔
一
一

回
□
□
□
□
一籠

ヵ〕
□

大
内
郡
白
鳥

〔大
件
公
ヵ〕

郷
□
□
口

・
□
一日
Ш
□
人
　
　
　
　
〔十

〔輪
小〕県一日
醜一口

・　
天
平
十
□
鴬年
八
月
十
七
日

・
近
江
國

（い０
）
〉〈
（ド頓
）
）〈
〕　鶴〇』芍

（Ｎ
∞
）
×
〕
〇
×
、

も
Φ
∞
」

ａ
じ
ｘ
３
）
×
伽
αｏ』埼

や
ヽ
Φ
×
中
Ｏ
×
頓
も
〇
』
』

囀〇
∞
）〈
（〕
Ｐ
）
）〈
卜
　
も
〇
』
”

（騨Ｎ
Ｏ
）
×
］
い
×
ヽ
も
〇
蛹
も

（ドヽ
卜
）
Ｘ
ω］
×
０
も〇∞
Ｈ
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四
四
九

堡 堅 蜜 里
ニ     ニ    ー    o堅四

齢
酔
酌
酢
メ
鰹
躍
辟
騨
□

●
　
□

〔数Ｗ
ヵ〕

・
国
朝
夷
期
石
部
友
万
昌

・
□
月
十
四
日

朝
夷
郷
は
遠
江

・
駿
河

・
常
陸
の
諸
国
に
あ
り
。
上

。
下
欠
。

□
富
郷

日

揺

司

三

□
目
辞
戸
漢
人
小
弘
酢
ヵ〕

〔義惧
ヵ〕

・
□
日
日
日

・
□
園
□
□
□
手
日

（卜頓
）
×
（μ∞
）
）〈
卜　も〇ヽ
も
　
　
　
・４６

（
Φ
Ｏ
）
×
〕
∞
Ｘ
伽

Ｓ
ｏ
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」

（
ド
ド
ド
）
Ｘ
や
ヽ
Ｘ
ド
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ｏ
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芍

〕
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囀

×

囀
Φ
×

ヽ

Ｓ
Ｏ
ヽ
』

（ド９∞
）
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〉〈ω　む０
」る

μ
Φ
∞
×

〕
∞
×

卜

も
Φ
』
』

疇
も

ゃ
×
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μ
∞
）
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四
〓
〓

里
六　

ぼ
ダ
十
九
年
七
月
±

一一日

堅
七
　

日
波
因
口

里
八
　

備
後
日

堅九　
回
　
□
田
期
回

異
ｏ
　

秦
人
君
瓜
十
顆

異
一　
・
長
籠
査
籠
納
参
拾
漆
條

馴
条一蒜
胤
啄
寸

・　
　
　
　
天
干
十
七
年
九
月

長
絶
は

『
廷
喜
主
計
式
』
で
は
安
房

・
伊
予

・
肥
前
か
ら
調
と
し
て
貢
進
。

暑
一　
御
収
飽

α
Ｏ
る
」

Ｏ
い
Ｘ

ド
ヽ
×
ω

も
ｏ
』
』

Ｓ
Ｏ
芍
」

も
〇
る
」

は
〇
る
ヽ

（ド〕
四）
×
ドヽ
×
〕
αｏ
Ｈも

μ
Ｏ
∞
×
〕
や
Ｘ
ω

も
ｏ
』
Ｈ

Ｓ
『
×
�
ｏ
×
ヽ

６
ｏ
蝋
Ｈ
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御
取
鰻
は
、
志
摩

・
隠
岐

・
阿
波

。
筑
前

・
肥
前

・
豊
後
か
ら
調
と
し
て
正
丁

一
人
四
斤
ず
つ
尋
講
じ
、
大
宰
府
が
贄
年
料
物
、　
艶

志
摩
御
厨
が
贄
と
し
て
巖
騰
υ
そ
れ
ぞ
れ
貢
進
。
宅
〓
も
同
じ
。

雲

一一
　

紫

茶

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨
８

×
中
∞
溢

畿

ヽ

「
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
」。
「
上
」
は
品
質
の
等
級
。
紫
菜
は
賦
役
令
調
雑
物
の
一
。
『
廷
喜
民
都

・
主
計
式
』
で
は
志
摩
（調
）
・
隠
岐

（調
。
中
男
作
物
）
・
土
佐
（交
易
雑
物
）
か
ら
貢
進
。
供
御
月
料
、
東
宮
月
料
中
に
み
え
る
ほ
か
命
整
蘇
謙
）、　
雑
給
料
と
し
て
は
参
議

以
上
並
び
に
五
位
以
上
三
〇
人
に
限
ら
れ
る
鯰
詐
ど
。
海
藻
類
の
中
で
最
も
高
価
な
も
の
（神
護
景
雲
四
年
紫
菜
一
升
二
六
〇
文
（誤
悧

叱引
一゙
Ｏ

異
四
　

醍

Ｆ

臭

桃

一
斗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中∞ド
×
や
ド
溢

鵞

』

「
ク
ル
ミ
」
。
『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
年
料
別
貢
雑
物
（甲
斐
―
民
部
）、
年
料
雑
菜
（伊
勢
・
阿
波
―
典
薬
）、
中
男
作
物
（甲
斐
・
越
前

。
加
賀
―
主
計
）、
年
料
御
贄
（信
濃
　
姫
胡
桃
子
―
宮
内
。
内
膳
）
と
し
て
諸
国
よ
り
貢
進
。
食
用

・
薬
用

・
灯
油

。
染
料
な
ど
に
使
用
。

上
部
に
結
紐
用
の
葛
が
残
存
。

四

三

潰子,島

□香

墨
（　
近
江
園
生
蘇
三
合

ド
ド
×

〕
卜
×

卜

も
ｏ
嗚
ヽ

い
い
×

Φ
×

〕

α
Ｏ
『
ゝ
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蘇
は

『
延
喜
民
部
式
』
に
よ
る
と
、
牛
乳
大

一
斗
を
煎
じ
つ
め
て
蘇
大

一
升
を
つ
く
り
、
全
国
五
七
カ
国
を
お
よ
そ
地
域
別
に

六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
六
年
毎
に

一
一
月
以
前
に
貢
進
。
孝
徳
天
皇
の
代
に
帰
化
人
の
末
喬
大
山
上
和
薬
使
主
福
常
が
乳
を
取
る

術
を
習
っ
て
初
め
て
乳
長
上
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
子
孫
相
承
し
て
こ
の
任
に
つ
い
て
き
た
と
あ
る
（司鵞
第一環
諄
醜
確
Ｃ
。
ま
た
、

政
事
要
略
所
引
の
右
官
史
記
に
文
武
四
年

一
〇
月
使
を
諸
国
に
遣
し
て
蘇
を
造
ら
し
め
た
と
あ
る
。
天
平
六
年
の
出
雲
国
計
会
帳

・
尾
張
国
正
税
帳
、
天
平
九
年
の
但
馬
国
正
税
帳
、
天
平

一
〇
年
の
周
防
国
正
税
帳

・
淡
路
国
正
税
帳
に
造
蘇
進
上
の
記
事
が
み

え
、
尾
張
国
は

一
斗
三
升
（延
喜
式
で
は
大
五
升
、
小
一
斗
）れ
周
防
国
は
四
升
（同
小
六
升
）
を
進
め
、
容
器
は
〓
で
、
尾
張
の
例
で
は

大
小
あ
り
大
は
三
升
、
小
は

一
升
を
い
れ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
の
場
合
は
三
合
で
正
税
帳
、
延
喜
式
に
比
べ
て
少
量
で
あ
る
。
ま

た
政
事
要
略
所
引
の
養
老
六
年
間
四
月

一
七
日
格
で
は
蘇
の
進
上
に
つ
い
て
、
檜

。
杉
等
の
櫃
で
納
め
る
つ
を
や
め
て
籠
に
納
め

る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
は
、
重
に
い
れ
た
も
の
を
更
に
籠
等
に
納
め
た
も
の
か
命
紳
敬
翻
瀬
鉢
誰
齢
群
製
噺
製
む
）。

異

ｔ

　

生

崚

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

報

ｘ
Ｐ
り
滋

乙
殺

鰻
は

『
和
名
抄
』
で
は
、
訓
が

「
ハ
ミ
」
で
、　
ヘ
ビ
の

一
種
。
鰻
を
罐
と
書
き
、
地
を

「
ア
ワ
ビ
」
と
よ
む
例
も
あ
る
か
ら

（斜
鯉も
、
あ
る
い
は
鰻
の
異
宇
か
。
宅
〓
も
同
じ
。

冥

八

　

鮒

廿

隻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド
∞
岸
×
］
Ｎ
溢

§

」

『
延
喜
主
計

。
内
膳
式
』
で
は
中
男
作
物
と
し
て
醤
鮒
、
贄
年
料
物
と
し
て
鮒
が
見
え
、
美
濃
（贄
年
料
物
―
鮒
）、
筑
前
（調
―
　
・４９
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讐
鮒
・
鮨
鮒
）
か
ら
貢
進
さ
れ
、
ま
た
近
江
国
筑
摩
御
厨
か
ら
は
醤
鮒

・
鮨
鮒

・
味
塩
鮒
を
進
め
る
。
さ
ら
に
『
同
衛
門

・
兵
衛
式
』
　
・５０

で
は
左
右
衛
門
府

・
左
右
兵
衛
府
が
交
互
に
進
め
る
鮮
鮒
御
贄
も
あ
る
。

呉
九
　

廿
五
隻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞頓×
〕ヽ
赴
§
」

宅
ｏ
　
崩
須
楚
割

一
籠

〕
卜
〇
×
卜
∞
×

Ｏ

α
Ｏ
ヽ
的

宅
一　

美
作
図
椅
木
貨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞更
μ露
ｇ
霞

「貧
」
は
異
体
字
使
用
。
費
は
本
来
竹
や
葦
な
ど
を
粗
く
編
ん
だ
も
の
で
床
の
上
の
敷
物
や
ス
ダ
ン
に
用
い
ら
れ
た
。
正
倉
院

文
書
に
は
再
野
席
と
な
ら
ん
で
幡
磨
費
が
み
ら
れ
る
。
ま
た

「費
」
は

『
和
名
抄
』
で
は
ス
ノ
コ
と
も
訓
じ
る
が
、
「貨
子
」
は
板

を
目
透
し
に
並
べ
て
作
っ
た
床
を
い
い
、
さ
ら
に
転
じ
て
、
こ
れ
に
用
い
る
大
き
さ
の
材
を
い
っ
た
０
講
琢
）。
こ
こ
に
み
ら
れ
る

「檜
木
費
」
は
或
い
は
費
子
の
意
か
。

響
一　
供
　
御
木
醤

一
石
二
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏや×ωド溢
識
』

『
延
喜
内
膳
式
』
に
は
供
御
月
料
と
し
て
末
讐

一
斗
五
升
を
計
上
。
末
醤
は
今
日
の
豆
味
噌
の
ご
と
き
も
の
律
錘
零
齢
頒
鉄
純
設
解

狂膝発謗
一）ｏ

響

・一
　

御

頭

飽
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四
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七

四     四     四
七     七     七
大     三     四

宅
八
　
塊
十
七
日
　
対
十
七
日
　
血
（Ｅ
閑
四
日
　
加
比
三
日

水
財
二
日
　
一局
不
五
日
　
小
郷
三
日
　
杯
藷
九
日

署
九
　
御
殿
内
火
鱚

一
日

只
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線
縫
衣
入
櫃

一
合
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×
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ふ
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〕

も
０
」
」

頓
〕
×

〕
〇

×

ヽ

も
〇
嗚
』

（
ω
ｈ
あ

）
×

ω
頓
×

Ｏ

ｓ
Ｏ
』
ゝ

岸

漬

□

□

一
□

天
不
十
五
年
四
月

生
喚

・
美
□
呂

〔
ｒ五
ヵ〕

・
天
手
十
八
年
□
月
日
日
一

折
櫃
八
合
彗
籠
二
日

『
延
喜
式
』
で
は
、
折
櫃
は
京

・
畿
内
の
調
（謎
Ｊ
。

「査
籠
」
含

シ
ョ
）
は

「輿
籠
」
と
同
じ
か
、
共
に
畿
内
諸
国
か
ら
交
易

雑
器
（試
υ
と
し
て
貢
進
。

〕
〕
頓
×

や
『
×

∞

も
０
』
嗚

い
０
中
×

中
∞
×

∞

Ｇ
Φ
』
』

μ
い
］
〉
〈
〕
ド
）〈
『
　
Ｓ
Ｏ
』
』
　
　
　

‐５．



縫
衣
は
袖
の
下
か
ら
両
腋
を
縫
い
合
わ
せ
た
服
。

只
一　

雑
線
叙
枚
〔駒
鰐
四
櫃

昼
一　
紺
絶
雑
組
等
入
櫃

一
合

紺
色
に
染
め
た
絶
と
種
々
の
色
糸
で
組
み
あ
げ
た
帯
な
ど
を
納
め
た
櫃
に
つ
け
た
札
。

釈 文

塞
・一　
線
縫
衣
□
□
領
納
櫃

一
合

〕
ド
〇

×

中
０
×

ド

α
Ｏ
』
哨

只
四　
・
不
煮
凱
納
彗

・　
天
干
十
七
年
十

一
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドド∞巡
ｏ溢
ζ
鷺

「孤
」
は
異
体
字
使
用
。
孤
は
賦
役
令
に
よ
れ
ば
染
草

。
縄

・
柏

・
槽

・
机

・
籠

・
貧
な
ど
と
共
に
、
民
部
省
が
預
め
当
年
度

の
需
要
量
を
算
出
し
て
畿
内
諸
国
に
賦
課
し
、
百
姓
の
雑
得
に
よ
っ
て
製
作
京
進
す
る
定
め
と
さ
れ
、
『
延
喜
民
部
式
』
に
は
五
畿

内
か
ら
の
交
易
雑
器
と
し
て
、
ま
た
遠
江

・
常
陸
な
ど
の
国
か
ら
も
交
易
雑
物
と
し
て
貢
進
さ
れ
る
。
従

っ
て
孤
は
雑
器
を
作
る

料
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

「不
煮
孤
」
と
あ
る
か
ら
或
い
は
雑
器
と
し
て
で
は
な
く
食
用
の
ウ
リ
と
解
す
べ
き
か
姦
鰺
梯

υ
。
「賛
」
は
賛
籠
の
意
。

ド
ド
ド
×

ド
∞
×

枷

α
Ｏ
』
”

岸
〕
∞
×

や
０
×

ヽ

も
ｏ
』
Ｎ

152
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四全

・
箭

一
具
　
矢
廿

〔馬

万
ヵ〕

・
船
□
□
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞〕溢
⇔溢
乙
験

も
と
８
留
型
式
の
も
の
の
側
辺
を
削
っ
た
も
の
か
、
本
来
こ
の
形
態
か
不
明
。
船
姓
は
西
宮
兵
衛
木
簡

分
↓

に
み
え
る
。

四
八
大

中

Φ
『
Ｘ

μ
Ｏ
Ｘ

Ｎ

ｓ
ｏ
」
ヽ

Φ
ド
Ｘ

い
ヽ
Ｘ

∞

α
ｏ
』
』

西
市
司
交
易
銭
は
性
格
不
粥
。

只
七
　
西
市
交
易
錢

四兌
か
ら
み
る
と
「西
市
司
交
易
銭
」
の
省
略
か
。
同
類
の
買
〈
は
裏
に
年
月
日
を
記
入
。

只
八

・
西
市
司
一日
日
日
日
日

四八九
四九
〇

天
千
十
九
年
□
月
十
日

西
市
司
交
易
錢

遠
江
糸
百
十
七

（ド〇
い
）
）〈
や〇
〉〈
∞
　ＧＯ』
０

ドω
ヽ
Ｘ
ド∞
Ｘ
ω
α⇔”
』

（中］
ド）
）〈
〕
∞
〉〈
中
　
αＯ』
』
　
　
　
・５３



釈 文

幽
九

四    四
九    九
七    末

丞
置
八
十
狩
鰺
勁
〕

吾
ス
と
同
類
か
。

墨
一　
□
子
四．邸
ぽ
升

男
二

・
小
□
□
□
□
□
□

・
天
千
十
□
年
六
月
十
四
日
□

・
御
□
絶
屋
納
櫃

上
回

〔鑓
聴
ヵ〕

・
□
糸
日

上
日
日
回
線
糸
十
日

〔△「
つ
〕

長
櫃
二
口

薄
線
糸

い震
×
置
ｘ
Ｏ
ぶＲ
ヽ
　

・５４

ド
ω
∞
×

〕
ド
×

ω

α
Ｏ
』
中

μ
ヽ
ド
×

］
ド
×

ヽ

Ｓ
Ｏ
』
”

ド
ド
∞
Ｘ
〕
『
Ｘ
ф

蘇
ф
飾
Ｎ

∞
∞
Ｘ

い
Ｏ
Ｘ

ヽ

６
⇔
い
時

会
β

〉
Ｘ

遇

Ｘ

や

ヽ
⇔
『
る

躍

ｘ

鶴

ｘ

ω

ら
０
ヽ
」



男 異
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憂  憂   憂 憂 琶
以
下
吾
う
ま
で
総
説
六
〇
頁
参
照
。

中
線
糸

黒
線
糸

黒
緑
は
濃
い
緑
色
。

湊
線
糸

湊
線
緻

〔緑

綴
ヵ〕

白
□
□

顔
料
に
白
緑
（ビ
ャ
ク
ロ
ク
）も
あ
る
が
、
こ
こ
は
非
常
に
う
す
い
緑
の
色
調
を
示
す
。

青
染
練

湊
線
交
紗
練
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。貿
ド貿
ぎ
晨

「浅
緑
交
線
紗
」
の
書
き
誤
り
か
。
紗
を
浅
緑
色
に
染
め
、
そ
れ
に
綴
綴
を
施
し
た
も
の
。
夏
季
の
女
性
の
構
な
ど
に
使
用
。

６
０

Ｘ

ド
∞
Ｘ

ω

α
⇔
』
」

６
卜

Ｘ

い
∞

×

ω

も
ｏ
』
Ц

６
∞
×

騨
Φ
×

ヽ

も
〇
』
ゝ

頓
ド
×

ド
『
×

∞

Ｇ
ｏ
』
ゝ

ｍ
ヽ

×

ド
〇
×

中

も
ｏ
』
」

Ｆ
頓
×

ド
∞
×

�

ｓ
Φ
嗚
Ｈ



釈 文

嚢 衰 重 嚢 憂
〓
一〇

重
一
一

工
一エ

三
一二

中
線
緻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い聟
岳
恙
ｅ
ミ

自
線
綾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
赴
い滋
亀
」

薄
線
綾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
×さ
益
鸞
ヽ

青
染
綾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ｘ
ドΦ溢
鵞
ゝ

標
生
染
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊
溢
∞溢
鸞
【

練
ら
な
い
糸
、
す
な
わ
ち
，生
糸
で
織
っ
た
絹
織
物
を
糠
色
に
染
め
た
も
の
。
糠
色
は
藍
の
単
一
染
で
緑
色
を
含
ま
な
い
青
。

中
線
生
染
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
通
い恙

αミ

標
調
絶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽ミｘ
い貿
∞
鸞
ヽ

湊
線
絶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
×
騨ダ
群
ミ

薄
線
東
絶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９露
μ貿
中
鶯
Ｈ
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〓
一四

〓
一エ

〓
一六

三
一七

三
一八

〓
一九

〓
二〇

〓
二
一

〓
ニ
ニ

五
〓
ニ

中
線
絶

中
線
調
絶

黒
線
東
絶

青
染
絹

中
線
絹

中
線
御
服
絹

取
色

中
線
□
御
服

中
線
国

天
千
十
八
年
一

ヽ
Φ
×

ド
∞
×

ω

α
Ｏ
』
ゝ

い
い
Ｘ

〕
〇
×

〕

も
ｏ
”
ゝ

Ｏ
Ｎ
Ｘ

Ｐ
ミ
×

∞

転
〇
』
Ｈ

頓
６
×

い
ω
×

〕

軒
ｏ
』
ゝ

い
や
×

μ
∞
×

〕

Ｓ
Ｏ
』
」

”
頓
×

ド
Φ
×

］

齢
ｏ
囀
ヽ

ぶ

×

ド
∞
×

∞

α
ｏ
嗚
Ｈ

い
ヽ
×

（
い
∞
）
×

〕

α
Ｏ
い
」

６

じ

×

含

ｅ

×

∞

も
自

芍

（ド∞や））〈（∞））〈０　も〇∞ゝ
　　　口一



釈 文

=
閣

〓
〓
三

〓
二大

ヨ
エｔ

〓
二八

=
九

=    =
一    〇

鰈
酔
Ｆ
回
路
叫□三
酔
昨
日

□
□
□
　
□
□〔酔
酔
附
□五剛
即

天
千
十
八
年
十
月
十

一
口

天
千
十
八
年
口

・
六
度
同
回
二
十
日

上
Ｈ□

檜
本
貨
日

Ш
干
十
八
年
閏〔醜
Ｆ

・
□
　
□
　
□

・
九
凋

（い００）〉〈（０）〉（Ｏ　ＳＯ∞」　　　い単

含
】
）
ｘ
Ｇ
）
×
４
３
贅

（
ド
ロ
い
）
Ｘ

（∞
）
Ｘ
卜

は
ｏ
∞
」

（
Ｓ
ｅ

ｘ
Ｇ
）
ｘ
ω

恐
磁

（Ｃ一）
Ｘ
（歳
じ
Ｘ
〕
ｓＯ」芍

も
⇔
る
ヽ

Ｓ
Ｏ
い
ヽ

全
ω９）
Ｘ
Ы
ｘ
卜
３
驚



=   =ニ    ニ
ユ    ニ
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=   三    =   =   =   =

元 貢 零 長 三 岳

〔占口
，〕

五
日
　
十
五
日

・　
　
十
月

・
□
　
□

十
八
日

回
　
天
千
口

〔百刀
ヵ〕

□
一一一日

口
四
日
口

日
日
日
Ш
　
　
伊
費
囲
山
田
郡

上
日
日
日
日
日
日
日
一　
　
　
　
回
□
□
□
□
日

・　
□
□
□
□
　
退
　
烈
列
去
□
□
□
□
一日
日

Ｓ
Ｏ
も
ヽ

公
導
）
Ｘ
いｗ
Ｘ
卜
ｓＯ』
」

魯
芍
」

（ＯＳ
）
Ｘ
“ミ
×
ｕ
ｓｓ∞
ヽ

公
ド
）
Ｘ
６
Ｘ
申
軒ｓ∝
Ц

ら
０
も
ヽ

（策
～
）
Ｘ
（∞
）
Ｘ
∞

α
Ｏ
”
ヽ

（ω囀『））〈（ドい）Ｖ企ω　ＳＯ∞ゝ
　　　向】



殿
　
　
郡
質
質
殿
殿

文

質
質
質

Ш
殿

釦体　
　
　
五
四
〇

殿
　
　
　
　
質
質
　
殿
殿
殿
殿

し
き
五
字
を
書
く
。
上

。
下
欠
。

上
部
に
逆
方
向
に

「臣
」
ら
，

習
書
。
下
方
に

「易
」
を
五
字
、

〔
ヱＪ
ヵ
〕

吾
一　
・
梗
□
□
榛
子
　
羊
蹄
鴨
頭
草
菱
□
日
日
日

・　
　
　
　
　
　
士四
昔
四
日．調
ｒ
輩良
訂ｗ
結
猟

い種
醒
騨
に
　
　
鍋
］

‐‐‐‐
半
日
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］ｏｅ
×
（選
）×
い
もｏ∞Ｈ

〔華産
ヵ〕

両
面
共
に
習
書
を
重
ね
る
。　
一
面
に
は
、
「梗
」
「榛
子
」
「羊
蹄
」
「鴨
頭
草
」
「菱
」
な
ど
の
草
や
菜
や
菓
の
名
を
記
す
。
梗
は

ベ
ニ
バ
ナ
い
染
料
紅
藍
（露
）
か
。
榛
子
は
栗
の
一
種
、
和
名

「波
之
波
美
」。

羊
蹄
は
供
奉
雑
菜
の
一
で
、
食
用
の
野
草
齢
騰
υ
、

和
名

「之
布
久
佐
」
。
鴨
頭
草
は
押
赤
草
と
も
い
い
、
染
料
用
の
野
草
、
和
名

「都
岐
久
佐
」。
四
辺
原
形
を
と
ど
め
ず
。

〓四一一　
・齢

響

結
結
翡
　
應
應
足

下
者
係

ヵ〕

・
一亘
念
唖
筆
辞
ｈ
日

奉
幸
崇
苧
龍
畔
ヵ〕市

帥
鸞
げ
韮
山垂
白日要
立
オ
堕
却　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（いｏじ
×
Ｓ
ｅ
×
Ｏ
αｏ∞Ｈ

薄
墨
の
文
字
に
重
複
し
て
、
同
じ
文
字
を
書
き
連
ね
た
習
書
。　
一
面
に
「莫
頒
読
書
」
の
句
も
み
え
る
。
下
端
は
原
形
。

６
〕
じ
×
公
ド
）
×
∞
αｏ
驚
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〔
培曽
ヵ〕

畳
一一　

□
風
風
□
□
夏
□
之
時
　
古
□
□

左
半
部
に
は

「成
」
を
重
ね
て
習
書
。
右
に
掲
げ
た

「風
」
以
下
は

吾
困
　
板
板
板
道
首
首
板
板
矢
．酢
浮
□
．酷
評
□

〓豊

・
□
能
能
能
大
能
□
□
能
□
能
一日
日
日
日
日
日

・醍
暑
詭
騨
占

醇
詳

一
面
に

「能
」
、
他
面
に

「大
」
「人
」
を
更
に
重
ね
て
習
書
す
る
。

四
辺
と
も
に
原
形
を
と
ど
め
ず
。

〓
四
大
　
・
卸

翻

翻

翻

叙

叙

叙

叙

・講
酢
確
酢
誅
□

吾七　
醍
酔
印
則
〕

（博
９
×
含
ｅ
×
頓
α乱
ゝ

「
成
」
よ
り
や
や
細
宇
。
右
辺
の
み
原
形
か
。

∞
ド
ω
×
〕
］
×
ヽ

も
〇
ヽ
ゝ

（ゃ伽Φ
）
）〈
（い０
）
）〈Ｏ　αΦ∞
」

材
を
横
に
し
て
書
い
た
か
と
見
ら
れ
る
薄
い
文
字
も
あ
る
。

ド
〇
∞
×

∞
〇
×

∞

も
ｏ
Ц
ゝ

（
Ｓ
じ

ｘ
６
）
ｘ
∞
ｓ
記

虫



釈 文

=四
八

．配
配
己豊
幽ユロ
日

〔己
ヵ〕
〔己
ヵ〕

・
日
国
　
人
使
使
使
　
上
日

離
騨
脆
〕

．剛□同日胴‐―‐‐

一日
――
四
□
恥

〔婁８
ヵ〕

第

一
面
の

「津
紙
建
調
用
所
」
と
第
二
面
の

=四
九

□□成□□
□□□太□

□御 及□間
及乃乃間大関
乃  所□申
素 所申申

所
「意
恥
」
は
同
筆
。
あ
る
い
は
文
書
本
文
か
。

（Ｓ
９
ｘ
含
９
×
い
己
驚

や
∞
∞
×
∞
０
×
Φ

α
ｏ
Щ
Ц

（毬
９
×
命
じ
×
ヽ
ｓ記
ヽ

上
端
の
み
原
形
。
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工三
　
・
営
朋
多
多
可

□
夜
　
赫
幣
咄
〕

・　
　
大
大

魯
□
及
　
久
久

．□
長　螺犠
康
・及□

第

一
面
上
部
に
蔦
の
絵
。
そ
の
下
の

「多
可
夜
万
乃
」
は
万
葉
仮
名
。
三
面
と
も
に
習
書
。
四
辺
原
形
な
し
。

（異
筆
）

〓
〓二　　　　「　　〔齢ぬ力〕

□

　

成

．
拗即

ロ
　
ミ

．‐‐
日
刑
判
□
一第

上
酢
斜
六
百
□

（異
筆
）

二畦胆胴い宿「　　□□□□□□」

□
□
□
□
百
百
百
百
百
百
百
百

（果
筆
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔侍
〕

「□
□
□
女
女
　
　
　
　
右
九
人
内
□
　
（異
書

〓写

回跛監
経
謂
酌課
剛吼
〕
吊陣
芦

（μやＯ
）
Ｘ
（中Φ
）
Ｘ
『
Ｇｏ∞
ゝ

〕
『
ド
Ｘ
卜
∞
×
伽

齢
Φ
」
」



釈 文

=
=七

三

=
=

。
□
□
千
千
□
千
千
之

一＝

一

陥

（置
じ

ｘ
６
じ

ｘ
６

Ｓ
Ｏ
置

（ド一∞）
Ｘ
（畏
じ
Ｘ
卜
αＯ“ト

（烹
ド
）
Ｘ
鴛

Ｘ
ヽ
α
Ｏ
”
Ц

騨
ｏ
〕
ｘ

協

ｘ

〕

α
Ｏ
ｓ
」

第

一
面
細
字
の

「右
九
人
内
（酔

け
詭
駕
騨
跳
野
酌
酔
け
は
ヽ
習
書
以
前
の
文
書
の
本
文
か
。
四
辺
原
形
を
と
ど
め
ず
。

吾

・
Ｆ
甲
静
臥
寧
給
抄

挙畔
日
Ш
甚
□
」

・屯
支
避酔
職
♂

「除
見
　
解
職
〕第
□
」

・
口
□
見
□
日

・
＝

・

□
嶋
鳴
和

〓夭

・
□
不
不
不
口
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三    =   =

杢  さ  元

〔沙

弥
ヵ
Ｘ
戒

悦
ヵＸ
等
″〕

異
二　
・
一
□
□
　
□
□
　
日

・
□
光
光
光
光
光
光

異
二

・
□
□
□
□
□

・
□
□
□
不
不
不
不
□

異
四
　

□
鳥
鳥
□
□
□
□

・
日
□
□

　

　

廣

〔部
一□
□
□

□
口

〕

〔何
何
〕

〔何
ヵ〕

〔蔦

蔦

蔦

蔦
ヵ〕

□
□
□
□
□

男
男
男
男
日

・
旧
日
一右

　

〔右

右

右
ヵ〕

右

□

□

□

日

●　
　
□

□

□
　
□

（Ｆ
じ
ｘ
含
じ
ｘ
、
ｓ乱
ゝ

（蔦
じ
ｘ
６
）
ｘ
ω
乙
驚

（Ｐヽ
い
）
彰〈
（ド〇
）
〉〈
ω　ＳΦ∞
Ц

（
～
じ

ｘ
く
）
ｘ
い

も
記

」

（Ｐ〕∞
）
Ｘ
（ド中）
Ｘ
ω
転ｏいる

（
μ
Φ
Ｏ
）
×
（中
∞
）
Ｘ
ω

も
ｏ
∞
ゝ

（さ

じ

ｘ
Ｇ
）
×
頓

ζ
驚



釈 支

奎
工    =

充  交
エ    エ
大    大
七                              1宍

基

翠

・騨〔昔子
”〕

革
□．鴫

右和
鯨畑□日

・　　　　　　　一十一一̈中一″〕

袖
袖【酌
Ⅳ

・各
綱
刊
絶
日

ｏ
日
Ｈ
一
岡

義

〕

□

□

日

Ｇ
一じ
ｘ
（‘
）
ｘ
ω
３
贅

令当
０）
ｘ
・含
９
ｘ
”
事巳
ヽ

（
い
ヽ
０
）
Ｘ

企
毬
ラ
Ｘ
Ｏ
ｓ
Ｏ
“
ヽ

ぶ
０
る
」

（３
）
ｘ
（Ｓ
）
ｘ
ド
ｅ
留

（Ｂ
）
ｘ
（ドｅ
Ｘ
ψ
Ｓ
脅
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三
七
一　
　
・

モ
ニ　
・
謂
謂
謂
謂
謂

〔
由Ｔ
ヵ
〕

・団
器大大
大
大

〔

申

甲

甲

申

申

・硼朧姐鮭畑

〔△
心
ヵ
〕

□
□
念

尋
四
　

馬
馬
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〔使

使
ヵ〕

毛
〓
　
□
□
日

||

||

飾
酔
単

―‐‐‐
‐――‐
―――‐
‐‐――

Я塾昌 全国二□霊ど□□冥目 査□賢固藷
我
我

（ドミ０
）
）〈
∞
ド
〉〈
］ヽ
　も〇も」

も
Φ
る
ヽ

α
Φ
芍
ヽ

も〇る
」
　
　
　
″ｕ



釈 文

全 台 究 女 宅 実

□
廠
口

日

辞

一旺
〕

五

五
五
五
五
五

醜
酌
剛
麻
判
Ｈ

滑
椿
擢
大
脱
酔
Ⅳ

員
一ｔ
〓全

は
同
筆
。
乗
〒

夭
一一一
は
同
文
。

〔易
断

惜
じ

丞
一　

□
□
□
風
景
於
也

〔景

於
ォ〕

還
・一　

惜
風
□
□

天
四
　

楡
舎
　
會
天
短
口

十

き
Ｈ

　
鴎

Ｓ
Ｏ
る
ヽ

α
Ｏ
芍
【

ヽ
０
る
ヽ

（
い
Ｏ
Φ
）
）〈
（
ド
ф
）
）恭
ω
　
軒
０
∝
」

Ｓ
Ｏ
る
」

ぶ
０
嗚
」

亀 芍



=八
八

=八
七

=八
大

三
八

=
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≡ ≡ 過 禿

〔舟
ヵ〕
〔金
ヵ〕

□
道
岡

同
じ
Ｓ
Ｋ

公
δ
土
墳
か
ら

「為
道
金
」

躁
則
〕粟

天
口

上
　

　

　

　

　

　

一

〔應

應

應
ヵ〕

・
□
□
□
應
見
馬
□
□
□

辞
騨
也
也

〔
飾卿
ヵ
〕

□
□
郷
□

□
馬
長
長

〔讃

讃

讃
ヵ〕

□
□
□
□

〔何

佛
ヵ〕

勿
勿
□
□

も
〇
嗚
」

の
三
字
を
組
合
せ
た
墨
書
の
あ
る
土
師
器
皿
が
出
上
し
て
い
る
。

も
〇
る
」

選
品
ｘ
駕

ｘ
∞
∞

α
ｏ
α
」

も
〇
芍
」

も
０
も
」

も
〇
る
」

も
〇
芍
ゝ

α
Ｏ
る
嵐
　
　
　
一
ゆ



釈 文

=:ント
し  ―

エ

讃
讃
日

元
四

・
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□

●　
　
　
　
　
　
□

〓
九
五

□

〓九
大

□

二
九
八
　
　
・　養

一
面
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
顔
を
画
く
。
木
衝
を
利
用
し
、
そ
れ
を
削
っ
て
顔
形
に
し
た
も
の
か
。

〓九
七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［‐‐〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（い〇〇）
〉《や〇
〉〈ω
も０も筑

五歯
ｔ
尭
七
の
四
点
は
、
文
字
は
釈
読
で
き
ず
、
用
途
も
不
明
だ
が
、
ほ
ぼ
同
形
で
、
重
ね
あ
わ
せ
て
中
央
や
や
上
と
下
端
近
く

に
小
孔
を
貫
き
、
上
下
に
あ
た
る
二
枚
に
は
下
端
小
孔
に
墨
書
で
円
を
画
き
、
中
央
や
や
上
に
墨
書
横
線
を
い
れ
る
な
ど
，　
一
致

す
る
と
こ
ろ
多
く
、
お
そ
ら
く
同
一
日
釣
で
一
連
の
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

や
い
〇
×

〕
〇
×

∞

』
Ｏ
ｓ
ｉ

もヽ
Φ
×
ド
Ｎ
Ｘ
ヽ

齢
∞
も
蝋

（
い
ヽ
∞
）
Ｘ
薔

Ｘ
卜

（Ｓ
ｓ
蝋

公
秘
）
Ｘ
〕
Ｎ
Ｘ

Ｐ

ｓ
Ｏ
ｓ
ｈ

ζ
遺

　
ｍ



大
〇
四
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衰      奎

い
ヽ
Ｘ
Ｏ
ω
Ｘ
ド
ド
も
ｏ
ｓ
ゝ

き
ｏ
　

十
五
斤

〔
上拒
ヵ
〕

（い〇〇
）
）〈
ゃω
〉〈
∞　αＯα筑

杏
一
　

西
宮
宅
□
□

二
枚
の
板
材
の
上
下
を
桜
皮
で
と
じ
合
わ
せ
た
も
の
。
折
敷
の
類
の
側
板
。
西
宮
は
総
説
二
七
頁
参
照
。

さ

一一
　

本

二

□

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ミ

Ｗ

§

）
巡

ぎ

霞

女

奈
□

子
由
黒

叙
　
　
　
日
日
日
一　
　
　
信
□
□
長
然
□

も
と
長
方
形
の
材
に
墨
書
し
た
も
の
を
杓
子
に
加
工
し
た
か
。

□
支
□
□
養
一日
日
日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鴛
ｙ
ｅ
）溢
曇
、

大
冥
―
き
八
・
査
０
・
査
一な
ど
墨
書
横
界
線
を
も
つ
の
が
あ
る
。
間
隔
は
き
木
。
き
七
・
査
ｏ
で
は
四

・
三
ぞ
四

・
六
ｃｍ
と
か
な
り
　

１７．

頓
『
×

μ
ド
〇
×

〇
〇

も
ｏ
∞
ゝ

い
Ｏ
Φ
×

∞
∞
×

Ｎ

ｓ
Ｏ
も
ヽ



釈 文

苔
八
　

□
瀬

旧
丞

き
九　
・
足
□
□
　
日
日
一

・
熟

騨
静

♂

嶋
・日

日

日

日

回

杢０　
□
□
□〔印
酔
Ｆ
□
□一酌
即

女
一一一

・
　

　

　

一廿

・
日
Ш
□
右
二
人
　
　
　
　
　
　
口

日
日
日
日
日
日
日

ｏ
□
□
酢
ォ
月
【酎
芦
一日
日
日
　
日
日
日
日
一

大

等
分
で
あ

，
折
数
の
側
板
を
、
物
指
に
転
用
し
た
も
の
か
。
き
八
・
奎
一で
は
、
不
均
等
で
、

一
・
六
を
二
‘
二
蜘
前
後
。

（樹
じ
ｘ
６
ｅ
ｘ
Ｏ

息ヽ
ヽ

持
冨

ｘ
も

ｘ
・い
頓

ヽ
０
」
ヽ

（
〕
一謎
ラ
×

（
中
ф
）
Ｘ
Ｏ

も
０
舗
鮪

（鴛
じ
ｘ
含
０
）
ｘ
Ｎ
ぶ鼠
ヽ

奮
Ｎ
じ

ｘ
省
）
×
『

ｓ
ｏ
∝
Ｈ

172



SK 820土 矯 木簡 608～622

大
一〓

大
一大

大
一七

大
一八

大
一九

大    大

二    〇
査
〒

呂

中
舗

騨

日

日

旧

日

日

Ш

〔
‐４‐Ｈ」時い‐一‐Ｈ岬つ陸

・
□
□
　
一日
日
日
□
日
日
Ш
一

〔
一
一　工‐
ヵ〕

□
□
□
□
□

が

主
一

□
――

〔伯

誓

國

汗

入

□
□
□
□
□

年
□
□
□
□
□
□

〔番

替
ヵ〕

・
□
□
□
□
□
□

〔を
徊
ヵ〕

。
□
□
多
□
□
□
□

〔
塩

十
ヵ
〕

□
□
□

□
三
□

報岬
ヵ〕

□
日
日
日

〔而伴
ヵ〕

（嵐
じ

×
６
）
ｘ
〕

ｓ
£

Ｈ

（
艦
じ

×
令
）
×
中

ｓ
記

ゝ

（や
ド
ミ
）
Ｘ
（
μ
銅
）
Ｘ
∞

も
〇
“
Ц

（
〕
∞
∞
）
Ｘ
（Φ
）
×
ヽ

鶴
〇
ヽ
ヽ

（
示

こ

ｘ
令
）
ｘ
〕

亀
驚

（
い
０
０
）
Ｘ
（『
）
Ｘ
頓

α
ｏ
∞
ヽ

（
い
Ｏ
Φ
）
×
（伽
）
×
卜

ｓ
Ｏ
”
」

含
ざ
）
×
（じ
×
ヽ
恐
驚

　

‐７３



釈  文

査
二

ｏ
□
□
　
　
宇
□
□

。
□
　
　
□
□
□
越
成
首
日

大
一
四

〔祀

主
ヵ〕

・
□
回
□

・

　

　

　

一＝

〔本
國
ヵ〕

還
□
□
回
□
口

・　
□
□
秦
□
日

・
□
□
□
□
□
日

〔合
じ

　

〔枚
″〕

□
十
六
□

・
□
進
国

二
日□

大
□
口

大    表

八    t

大    大

大    三
大
二九

（Ｓ
じ

ｘ
含
９

ｘ
０

８
贅

Ｇ
じ

ｘ
（ｅ

ｘ
ω
８

贅

（鸞
じ
Ｘ
Ｇ
）
×
卜
α儲
」

（餓
じ
Ｘ
Ｇ
）
×
や

α
記

【

（ざ
）
×
（ｅ
ｘ
ヽ
も鳥
ヽ

貧
ｅ
ｘ
貧
）
ｘ
ω
己
驚

省
ｅ

ｘ
．含
）
ｘ
ド
ぶ
０
鷺
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六    大    大    六    六

四    ニ    ニ    ー    〇

・
足
□
□
□
　
一日
四
□
日

大三工　
　
・
一日□

表
一異
は
逆
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。
人
名
を
列
記
す
。

〔乎
ヵ〕

　

〔讃

岐
ヵ〕

室
（
　
□
□
女
　
□
□

一吝
ｔ
〓
二
等
の
女
性
名
を
記
し
た
も
の
と
関
連
す
る
か
。
上
の
人
名
は
あ
る
い
は

「乎
波
女
」
か
。

□
□
□
日

〔
ヱＪ
ヵ
〕

□
□

□
日
□
　
　
□
園
口

〔左

衛

士
ヵ〕

□
　
　
□
□
□

〔
申足
ヵ
〕

□

写冨□
呂 □

日□ 
日

〔万
呂
ヵ〕

□
□

６
９
×
６
）
×
∞
乙
驚

６
９
×
含
ｅ
ｘ
］
己
驚

（ドＯ
Φ）
×
（い〇
）
Ｘ
ヽ
も〇∞
」

（ド中『
）
×
（Φ
）
×
ヽ
もｏ』
ゝ

（岳
ｅ
ｘ
６
）
×
ω
ζ
驚

（Ｓ
じ
×
含
じ
×
〕
転
記
ゝ

（ドヽ
６）
）〈
（μＯ
）
）〈
ミ　蘇〇∞
ヽ



Ⅸ廉

〔熊
ム
〕

{Wや
・

□
k噸

・
十三
正
三
三
十

〔 質い`
〕

□
Eヨ

|::::::::]

」ば
匡

□
匡

駕

噸ωⅧ

(14o x(8)×
3 bOじ

′

(189)x(6)x5bO∂
′
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り
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2 σ
OBr
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(211)Ж
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榊K 
コ
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□
口
E正

三

〔 葺ミ̂
〕

細
0・

コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

・
      |□

X目
| ・

コ
ロ
ヽ
鴻

重
□

●     
□

ポ
EII

(H‖
|

XH巨

К
HH
=能

と
三

十 ■
ロ
ロ

・
  

回
 
□
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匠
正
三
二



・
回
□
□

・□【醜
ド
ロ
□
必
□
日

回

一日

・

ハ強
〕
口
日

」
跡
縛
口

・
食
□
次
何
時
何

●

〔
石

立
ヵ〕

・
□

□
　
□

（い∞０
）
〉（
（ドト
）
〉〈頓　ＳＯ“
ヽ

（
Ｆ
ｕ
Ｏ
）
Ｘ
（
Ｐ
卜
）
Ｘ
∞
齢
０
∞
【

（聟
∞
）
Ｘ
（
い
い
）
Ｘ
〕

転
ｏ
∞
ヽ

（ミ
９
）
Ｘ
（中
『
）
×
０

も
ｏ
』
、

Ｇ
∪
ｘ
（Ｓ
）
ｘ
『
３
懲

（μｏい）〕Λ
（，ф））〈ω　Ｓｏ』ヽ
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奎  憲    寅  交

・欧
騨
日

日
日
日
□
□
□
□
□



日
旦〔墜
鰭
螂Ⅳ

・
元
位
五
口

・
宿
□
□

是本
十

一廿

□

大    六
:ヨ :E                                                                                          Eヨ E工 |
三                                                                                              四

1釈1文

大    末

=   =三    ニ
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